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    第一章


    
      1主しゅはモーセを呼よび、会見かいけんの幕屋まくやからこれに告つげて言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたのうちだれでも家畜かちくの供そなえ物ものを主しゅにささげるときは、牛うしまたは羊ひつじを供そなえ物ものとしてささげなければならない。
    


    
      3もしその供そなえ物ものが牛うしの燔祭はんさいであるならば、雄牛おうしの全まったきものをささげなければならない。会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、主しゅの前まえに受うけ入いれられるように、これをささげなければならない。 4彼かれはその燔祭はんさいの獣けものの頭あたまに手てを置おかなければならない。そうすれば受うけ入いれられて、彼かれのためにあがないとなるであろう。 5彼かれは主しゅの前まえでその子こ牛うしをほふり、アロンの子こなる祭司さいしたちは、その血ちを携たずさえてきて、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにある祭壇さいだんの周囲しゅういに、その血ちを注そそぎかけなければならない。 6彼かれはまたその燔祭はんさいの獣けものの皮かわをはぎ、節々ふしぶしに切きり分わかたなければならない。 7祭司さいしアロンの子こたちは祭壇さいだんの上うえに火ひを置おき、その火ひの上うえにたきぎを並ならべ、 8アロンの子こなる祭司さいしたちはその切きり分わけたものを、頭あたまおよび脂肪しぼうと共ともに、祭壇さいだんの上うえにある火ひの上うえのたきぎの上うえに並ならべなければならない。 9その内臓ないぞうと足あしとは水みずで洗あらわなければならない。こうして祭司さいしはそのすべてを祭壇さいだんの上うえで焼やいて燔祭はんさいとしなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。
    


    
      10もしその燔祭はんさいの供そなえ物ものが群むれの羊ひつじまたは、やぎであるならば、雄おすの全まったきものをささげなければならない。 11彼かれは祭壇さいだんの北側きたがわで、主しゅの前まえにこれをほふり、アロンの子こなる祭司さいしたちは、その血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけなければならない。 12彼かれはまたこれを節々ふしぶしに切きり分わかち、祭司さいしはこれを頭あたまおよび脂肪しぼうと共ともに、祭壇さいだんの上うえにある火ひの上うえのたきぎの上うえに並ならべなければならない。 13その内臓ないぞうと足あしとは水みずで洗あらわなければならない。こうして祭司さいしはそのすべてを祭壇さいだんの上うえで焼やいて燔祭はんさいとしなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。
    


    
      14もし主しゅにささげる供そなえ物ものが、鳥とりの燔祭はんさいであるならば、山やまばと、または家いえばとのひなを、その供そなえ物ものとしてささげなければならない。 15祭司さいしはこれを祭壇さいだんに携たずさえて行いき、その首くびを摘つみ破やぶり、祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。その血ちは絞しぼり出だして祭壇さいだんの側面そくめんに塗ぬらなければならない。 16またその餌え袋ぶくろは羽はねと共ともに除のぞいて、祭壇さいだんの東ひがしの方ほうにある灰はい捨すて場ばに捨すてなければならない。 17これは、その翼つばさを握にぎって裂さかなければならない。ただし引ひき離はなしてはならない。祭司さいしはこれを祭壇さいだんの上うえで、火ひの上うえのたきぎの上うえで燔祭はんさいとして焼やかなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1人ひとが素祭そさいの供そなえ物ものを主しゅにささげるときは、その供そなえ物ものは麦粉むぎこでなければならない。その上うえに油あぶらを注そそぎ、またその上うえに乳香にゅうこうを添そえ、 2これをアロンの子こなる祭司さいしたちのもとに携たずさえて行いかなければならない。祭司さいしはその麦粉むぎことその油あぶらの一握ひとにぎりを乳香にゅうこうの全部ぜんぶと共ともに取とり、これを記念きねんの分ぶんとして、祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。 3素祭そさいの残のこりはアロンとその子こらのものになる。これは主しゅの火祭かさいのいと聖せいなる物ものである。
    


    
      4あなたが、もし天火てんぴで焼やいたものを素祭そさいとしてささげるならば、それは麦粉むぎこに油あぶらを混まぜて作つくった種たね入いれぬ菓子かし、または油あぶらを塗ぬった種たね入いれぬ煎餅せんべいでなければならない。 5あなたの供そなえ物ものが、もし、平鍋ひらなべで焼やいた素祭そさいであるならば、それは麦粉むぎこに油あぶらを混まぜて作つくった種たね入いれぬものでなければならない。 6あなたはそれを細こまかく砕くだき、その上うえに油あぶらを注そそがなければならない。これは素祭そさいである。 7あなたの供そなえ物ものが、もし深ふか鍋なべで煮にた素祭そさいであるならば、麦粉むぎこに油あぶらを混まぜて作つくらなければならない。 8あなたはこれらの物もので作つくった素祭そさいを、主しゅに携たずさえて行いかなければならない。それを祭司さいしに渡わたすならば、祭司さいしはそれを祭壇さいだんに携たずさえて行いき、 9その素祭そさいのうちから記念きねんの分ぶんを取とって、祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。 10素祭そさいの残のこりはアロンとその子こらのものになる。これは、主しゅの火祭かさいのいと聖せいなる物ものである。
    


    
      11あなたがたが主しゅにささげる素祭そさいは、すべて種たねを入いれて作つくってはならない。パン種だねも蜜みつも、すべて主しゅにささげる火祭かさいとして焼やいてはならないからである。 12ただし、初穂はつほの供そなえ物ものとしては、これらを主しゅにささげることができる。しかし香こうばしいかおりとして祭壇さいだんにささげてはならない。 13あなたの素祭そさいの供そなえ物ものは、すべて塩しおをもって味あじをつけなければならない。あなたの素祭そさいに、あなたの神かみの契約けいやくの塩しおを欠かいてはならない。すべて、あなたの供そなえ物ものは、塩しおを添そえてささげなければならない。
    


    
      14もしあなたが初穂はつほの素祭そさいを主しゅにささげるならば、火ひで穂ほを焼やいたもの、新穀しんこくの砕くだいたものを、あなたの初穂はつほの素祭そさいとしてささげなければならない。 15あなたはそれに油あぶらを加くわえ、その上うえに乳香にゅうこうを置おかなければならない。これは素祭そさいである。 16祭司さいしは、その砕くだいた物ものおよびその油あぶらのうちから記念きねんの分ぶんを取とって、乳香にゅうこうの全部ぜんぶと共ともに焼やかなければならない。これは主しゅにささげる火祭かさいである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1もし彼かれの供そなえ物ものが酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいであって、牛うしをささげるのであれば、雌雄しゆういずれであっても、全まったきものを主しゅの前まえにささげなければならない。 2彼かれはその供そなえ物ものの頭あたまに手てを置おき、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、これをほふらなければならない。そしてアロンの子こなる祭司さいしたちは、その血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけなければならない。 3彼かれはまたその酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのうちから火祭かさいを主しゅにささげなければならない。すなわち内臓ないぞうをおおう脂肪しぼうと、内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、 4二つの腎臓じんぞうとその上うえの腰こしのあたりにある脂肪しぼう、ならびに腎臓じんぞうと共ともにとられる肝臓かんぞうの上うえの小葉しょうようである。 5そしてアロンの子こたちは祭壇さいだんの上うえで、火ひの上うえのたきぎの上うえに置おいた燔祭はんさいの上うえで、これを焼やかなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる香こうばしいかおりである。
    


    
      6もし彼かれの供そなえ物ものが主しゅにささげる酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいで、それが羊ひつじであるならば、雌雄しゆういずれであっても、全まったきものをささげなければならない。 7もし小羊こひつじを供そなえ物ものとしてささげるならば、それを主しゅの前まえに連つれてきて、 8その供そなえ物ものの頭あたまに手てを置おき、それを会見かいけんの幕屋まくやの前まえで、ほふらなければならない。そしてアロンの子こたちはその血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけなければならない。 9彼かれはその酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのうちから、火祭かさいを主しゅにささげなければならない。すなわちその脂肪しぼう、背骨せぼねに接せっして切きり取とる脂あぶら尾おの全部ぜんぶ、内臓ないぞうをおおう脂肪しぼうと内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、 10二つの腎臓じんぞうとその上うえの腰こしのあたりにある脂肪しぼう、ならびに腎臓じんぞうと共ともに取とられる肝臓かんぞうの上うえの小葉しょうようである。 11祭司さいしはこれを祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅにささげる食物しょくもつである。
    


    
      12もし彼かれの供そなえ物ものが、やぎであるならば、それを主しゅの前まえに連つれてきて、
    


    
      13その頭あたまに手てを置おき、それを会見かいけんの幕屋まくやの前まえで、ほふらなければならない。そしてアロンの子こたちは、その血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけなければならない。 14彼かれはまたそのうちから供そなえ物ものを取とり、火祭かさいとして主しゅにささげなければならない。すなわち内臓ないぞうをおおう脂肪しぼうと内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、 15二つの腎臓じんぞうとその上うえの腰こしのあたりにある脂肪しぼう、ならびに腎臓じんぞうと共ともに取とられる肝臓かんぞうの上うえの小葉しょうようである。 16祭司さいしはこれを祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは火祭かさいとしてささげる食物しょくもつであって、香こうばしいかおりである。脂肪しぼうはみな主しゅに帰きすべきものである。 17あなたがたは脂肪しぼうと血ちとをいっさい食たべてはならない。これはあなたがたが、すべてその住すむ所ところで、代々よよ守まもるべき永久えいきゅうの定さだめである』」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『もし人ひとがあやまって罪つみを犯おかし、主しゅのいましめにそむいて、してはならないことの一つをした時ときは次つぎのようにしなければならない。 3すなわち、油あぶら注そそがれた祭司さいしが罪つみを犯おかして、とがを民たみに及およぼすならば、彼かれはその犯おかした罪つみのために雄おすの全まったき子こ牛うしを罪祭ざいさいとして主しゅにささげなければならない。 4その子こ牛うしを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに連つれてきて主しゅの前まえに至いたり、その子こ牛うしの頭あたまに手てを置おき、その子こ牛うしを主しゅの前まえで、ほふらなければならない。 5油あぶら注そそがれた祭司さいしは、その子こ牛うしの血ちを取とって、それを会見かいけんの幕屋まくやに携たずさえ入いり、 6そして祭司さいしは指ゆびをその血ちに浸ひたして、聖所せいじょの垂幕たれまくの前まえで主しゅの前まえにその血ちを七たび注そそがなければならない。 7祭司さいしはまたその血ちを取とり、主しゅの前まえで会見かいけんの幕屋まくやの中なかにある香こうばしい薫香くんこうの祭壇さいだんの角つのに、それを塗ぬらなければならない。その子こ牛うしの血ちの残のこりはことごとく会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにある燔祭はんさいの祭壇さいだんのもとに注そそがなければならない。 8またその罪祭ざいさいの子こ牛うしから、すべての脂肪しぼうを取とらなければならない。すなわち内臓ないぞうをおおう脂肪しぼうと内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、 9二つの腎臓じんぞうとその上うえの腰こしのあたりにある脂肪しぼう、ならびに腎臓じんぞうと共ともに取とられる肝臓かんぞうの上うえの小葉しょうようである。 10これを取とるには酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの雄牛おうしから取とるのと同おなじようにしなければならない。そして祭司さいしはそれを燔祭はんさいの祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。 11その子こ牛うしの皮かわとそのすべての肉にく、およびその頭あたまと足あしと内臓ないぞうと汚物おぶつなど、 12すべてその子こ牛うしの残のこりは、これを宿営しゅくえいの外そとの、清きよい場所ばしょなる灰はい捨すて場ばに携たずさえ出だし、火ひをもってこれをたきぎの上うえで焼やき捨すてなければならない。すなわちこれは灰はい捨すて場ばで焼やき捨すてらるべきである。 13もしイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうがあやまちを犯おかし、そのことが会衆かいしゅうの目めに隠かくれていても、主しゅのいましめにそむいて、してはならないことの一つをなして、とがを得えたならば、 14その犯おかした罪つみが現あらわれた時とき、会衆かいしゅうは雄おすの子こ牛うしを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。すなわちそれを会見かいけんの幕屋まくやの前まえに連つれてきて、 15会衆かいしゅうの長老ちょうろうたちは、主しゅの前まえでその子こ牛うしの頭あたまに手てを置おき、その子こ牛うしを主しゅの前まえで、ほふらなければならない。 16そして、油あぶら注そそがれた祭司さいしは、その子こ牛うしの血ちを会見かいけんの幕屋まくやに携たずさえ入いり、 17祭司さいしは指ゆびをその血ちに浸ひたし、垂幕たれまくの前まえで主しゅの前まえに七たび注そそがなければならない。 18またその血ちを取とって、会見かいけんの幕屋まくやの中なかの主しゅの前まえにある祭壇さいだんの角つのに、それを塗ぬらなければならない。その血ちの残のこりはことごとく会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにある燔祭はんさいの祭壇さいだんのもとに注そそがなければならない。 19またそのすべての脂肪しぼうを取とって祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。 20すなわち祭司さいしは罪祭ざいさいの雄牛おうしにしたように、この雄牛おうしにも、しなければならない。こうして、祭司さいしが彼かれらのためにあがないをするならば、彼かれらはゆるされるであろう。 21そして、彼かれはその雄牛おうしを宿営しゅくえいの外そとに携たずさえ出だし、はじめの雄牛おうしを焼やき捨すてたように、これを焼やき捨すてなければならない。これは会衆かいしゅうの罪祭ざいさいである。
    


    
      22またつかさたる者ものが罪つみを犯おかし、あやまって、その神かみ、主しゅのいましめにそむき、してはならないことの一つをして、とがを得え、 23もしその犯おかした罪つみを知しるようになったときは、供そなえ物ものとして雄おやぎの全まったきものを連つれてきて、 24そのやぎの頭あたまに手てを置おき、燔祭はんさいをほふる場所ばしょで、主しゅの前まえにこれをほふらなければならない。これは罪祭ざいさいである。 25祭司さいしは指ゆびでその罪祭ざいさいの血ちを取とり、燔祭はんさいの祭壇さいだんの角つのにそれを塗ぬり、残のこりの血ちは燔祭はんさいの祭壇さいだんのもとに注そそがなければならない。 26また、そのすべての脂肪しぼうは、酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの脂肪しぼうと同おなじように、祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。こうして、祭司さいしが彼かれのためにその罪つみのあがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。 27また一般いっぱんの人ひとがもしあやまって罪つみを犯おかし、主しゅのいましめにそむいて、してはならないことの一つをして、とがを得え、 28その犯おかした罪つみを知しるようになったときは、その犯おかした罪つみのために供そなえ物ものとして雌めやぎの全まったきものを連つれてきて、 29その罪祭ざいさいの頭あたまに手てを置おき、燔祭はんさいをほふる場所ばしょで、その罪祭ざいさいをほふらなければならない。 30そして祭司さいしは指ゆびでその血ちを取とり、燔祭はんさいの祭壇さいだんの角つのにこれを塗ぬり、残のこりの血ちをことごとく祭壇さいだんのもとに注そそがなければならない。 31またそのすべての脂肪しぼうは酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいから脂肪しぼうを取とるのと同おなじように取とり、これを祭壇さいだんの上うえで焼やいて主しゅにささげる香こうばしいかおりとしなければならない。こうして祭司さいしが彼かれのためにあがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。
    


    
      32もし小羊こひつじを罪祭ざいさいのために供そなえ物ものとして連つれてくるならば、雌めすの全まったきものを連つれてこなければならない。 33その罪祭ざいさいの頭あたまに手てを置おき、燔祭はんさいをほふる場所ばしょで、これをほふり、罪祭ざいさいとしなければならない。 34そして祭司さいしは指ゆびでその罪祭ざいさいの血ちを取とり、燔祭はんさいの祭壇さいだんの角つのにそれを塗ぬり、残のこりの血ちはことごとく祭壇さいだんのもとに注そそがなければならない。 35またそのすべての脂肪しぼうは酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいから小羊こひつじの脂肪しぼうを取とるのと同おなじように取とり、祭司さいしはこれを主しゅにささげる火祭かさいのように祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。こうして祭司さいしが彼かれの犯おかした罪つみのためにあがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。
    

  


  


  
    第五章


    
      1もし人ひとが証人しょうにんに立たち、誓ちかいの声こえを聞ききながら、その見みたこと、知しっていることを言いわないで、罪つみを犯おかすならば、彼かれはそのとがを負おわなければならない。 2また、もし人ひとが汚けがれた野獣やじゅうの死体したい、汚けがれた家畜かちくの死体したい、汚けがれた這はうものの死体したいなど、すべて汚けがれたものに触ふれるならば、そのことに気きづかなくても、彼かれは汚けがれたものとなって、とがを得える。 3また、もし彼かれが人ひとの汚けがれに触ふれるならば、その人ひとの汚けがれが、どのような汚けがれであれ、それに気きづかなくても、彼かれがこれを知しるようになった時ときは、とがを得える。 4また、もし人ひとがみだりにくちびるで誓ちかい、悪あくをなそう、または善ぜんをなそうと言いうならば、その人ひとが誓ちかってみだりに言いったことは、それがどんなことであれ、それに気きづかなくても、彼かれがこれを知しるようになった時ときは、これらの一つについて、とがを得える。 5もしこれらの一つについて、とがを得えたときは、その罪つみを犯おかしたことを告白こくはくし、 6その犯おかした罪つみのために償つぐないとして、雌めすの家畜かちく、すなわち雌めすの小羊こひつじまたは雌めやぎを主しゅのもとに連つれてきて、罪祭ざいさいとしなければならない。こうして祭司さいしは彼かれのために罪つみのあがないをするであろう。
    


    
      7もし小羊こひつじに手てのとどかない時ときは、山やまばと二羽わか、家いえばとのひな二羽わかを、彼かれが犯おかした罪つみのために償つぐないとして主しゅに携たずさえてきて、一羽わを罪祭ざいさいに、一羽わを燔祭はんさいにしなければならない。 8すなわち、これらを祭司さいしに携たずさえてきて、祭司さいしはその罪祭ざいさいのものを先さきにささげなければならない。すなわち、その頭あたまを首くびの根ねのところで、摘つみ破やぶらなければならない。ただし、切きり離はなしてはならない。 9そしてその罪祭ざいさいの血ちを祭壇さいだんの側面そくめんに注そそぎ、残のこりの血ちは祭壇さいだんのもとに絞しぼり出ださなければならない。これは罪祭ざいさいである。 10また第だい二のものは、定さだめにしたがって燔祭はんさいとしなければならない。こうして、祭司さいしが彼かれのためにその犯おかした罪つみのあがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。
    


    
      11もし二羽わの山やまばとにも、二羽わの家いえばとのひなにも、手ての届とどかないときは、彼かれの犯おかした罪つみのために、供そなえ物ものとして麦粉むぎこ十分ぶんの一エパを携たずさえてきて、これを罪祭ざいさいとしなければならない。ただし、その上うえに油あぶらをかけてはならない。またその上うえに乳香にゅうこうを添そえてはならない。これは罪祭ざいさいだからである。 12彼かれはこれを祭司さいしのもとに携たずさえて行いき、祭司さいしは一握ひとにぎりを取とって、記念きねんの分ぶんとし、これを主しゅにささげる火祭かさいのように、祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは罪祭ざいさいである。 13こうして、祭司さいしが彼かれのため、すなわち、彼かれがこれらの一つを犯おかした罪つみのために、あがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。そしてその残のこりは素祭そさいと同おなじく、祭司さいしに帰きするであろう』」。
    


    
      14主しゅはまたモーセに言いわれた、 15「もし人ひとが不正ふせいをなし、あやまって主しゅの聖せいなる物ものについて罪つみを犯おかしたときは、その償つぐないとして、あなたの値ね積づもりにしたがい、聖所せいじょのシケルで、銀ぎん数すうシケルに当あたる雄羊おひつじの全まったきものを、群むれのうちから取とり、それを主しゅに携たずさえてきて、愆祭けんさいとしなければならない。 16そしてその聖せいなる物ものについて犯おかした罪つみのために償つぐないをし、またその五分ぶんの一をこれに加くわえて、祭司さいしに渡わたさなければならない。こうして祭司さいしがその愆祭けんさいの雄羊おひつじをもって、彼かれのためにあがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。
    


    
      17また人ひとがもし罪つみを犯おかし、主しゅのいましめにそむいて、してはならないことの一つをしたときは、たといそれを知しらなくても、彼かれは罪つみを得え、そのとがを負おわなければならない。 18彼かれはあなたの値ね積づもりにしたがって、雄羊おひつじの全まったきものを群むれのうちから取とり、愆祭けんさいとしてこれを祭司さいしのもとに携たずさえてこなければならない。こうして、祭司さいしが彼かれのために、すなわち彼かれが知しらないで、しかもあやまって犯おかした過失かしつのために、あがないをするならば、彼かれはゆるされるであろう。 19これは愆祭けんさいである。彼かれは確たしかに主しゅの前まえにとがを得えたからである」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「もし人ひとが罪つみを犯おかし、主しゅに対たいして不正ふせいをなしたとき、すなわち預あずかり物もの、手てにした質草しちぐさ、またはかすめた物ものについて、その隣人りんじんを欺あざむき、あるいはその隣人りんじんをしえたげ、 3あるいは落おとし物ものを拾ひろい、それについて欺あざむき、偽いつわって誓ちかうなど、すべて人ひとがそれをなして罪つみとなることの一つについて、 4罪つみを犯おかし、とがを得えたならば、彼かれはそのかすめた物もの、しえたげて取とった物もの、預あずかった物もの、拾ひろった落おとし物もの、 5または偽いつわり誓ちかったすべての物ものを返かえさなければならない。すなわち残のこりなく償つぐない、更さらにその五分ぶんの一をこれに加くわえ、彼かれが愆祭けんさいをささげる日ひに、これをその元もとの持もち主ぬしに渡わたさなければならない。 6彼かれはその償つぐないとして、あなたの値ね積づもりにしたがい、雄羊おひつじの全まったきものを、群むれの中なかから取とり、これを祭司さいしのもとに携たずさえてきて、愆祭けんさいとして主しゅにささげなければならない。 7こうして、祭司さいしが主しゅの前まえで彼かれのためにあがないをするならば、彼かれはそのいずれを行いってとがを得えてもゆるされるであろう」。
    


    
      8主しゅはまたモーセに言いわれた、 9「アロンとその子こたちに命めいじて言いいなさい、『燔祭はんさいのおきては次つぎのとおりである。燔祭はんさいは祭壇さいだんの炉ろの上うえに、朝あさまで夜よもすがらあるようにし、そこに祭壇さいだんの火ひを燃もえ続つづかせなければならない。 10祭司さいしは亜麻あま布ぬのの服ふくを着き、亜麻あま布ぬののももひきを身みにつけ、祭壇さいだんの上うえで火ひに焼やけた燔祭はんさいの灰はいを取とって、これを祭壇さいだんのそばに置おき、 11その衣服いふくを脱ぬぎ、ほかの衣服いふくを着きて、その灰はいを宿営しゅくえいの外そとの清きよい場所ばしょに携たずさえ出ださなければならない。 12祭壇さいだんの上うえの火ひは、そこに燃もえ続つづかせ、それを消けしてはならない。祭司さいしは朝あさごとに、たきぎをその上うえに燃もやし、燔祭はんさいをその上うえに並ならべ、また酬恩祭しゅうおんさいの脂肪しぼうをその上うえで焼やかなければならない。 13火ひは絶たえず祭壇さいだんの上うえに燃もえ続つづかせ、これを消けしてはならない。
    


    
      14素祭そさいのおきては次つぎのとおりである。アロンの子こたちはそれを祭壇さいだんの前まえで主しゅの前まえにささげなければならない。 15すなわち素祭そさいの麦粉むぎこ一握ひとにぎりとその油あぶらを、素祭そさいの上うえにある全部ぜんぶの乳香にゅうこうと共ともに取とって、祭壇さいだんの上うえで焼やき、香こうばしいかおりとし、記念きねんの分ぶんとして主しゅにささげなければならない。 16その残のこりはアロンとその子こたちが食たべなければならない。すなわち、種たねを入いれずに聖せいなる所ところで食たべなければならない。会見かいけんの幕屋まくやの庭にわでこれを食たべなければならない。 17これは種たねを入いれて焼やいてはならない。わたしはこれをわたしの火祭かさいのうちから彼かれらの分ぶんとして与あたえる。これは罪祭ざいさいおよび愆祭けんさいと同様どうように、いと聖せいなるものである。 18アロンの子こたちのうち、すべての男子だんしはこれを食たべることができる。これは主しゅにささげる火祭かさいのうちから、あなたがたが代々よよ永久えいきゅうに受うけるように定さだめられた分ぶんである。すべてこれに触ふれるものは聖せいとなるであろう』」。
    


    
      19主しゅはまたモーセに言いわれた、 20「アロンとその子こたちが、アロンの油あぶら注そそがれる日ひに、主しゅにささぐべき供そなえ物ものは次つぎのとおりである。すなわち麦粉むぎこ十分ぶんの一エパを、絶たえずささげる素祭そさいとし、半なかばは朝あさに、半なかばは夕ゆうにささげなければならない。 21それは油あぶらをよく混まぜて平鍋ひらなべで焼やき、それを携たずさえてきて、細こまかく砕くだいた素祭そさいとし、香こうばしいかおりとして、主しゅにささげなければならない。 22彼かれの子こたちのうち、油あぶら注そそがれて彼かれについで祭司さいしとなる者ものは、これをささげなければならない。これは永久えいきゅうに主しゅに帰きする分ぶんとして、全まったく焼やきつくすべきものである。 23すべて祭司さいしの素祭そさいは全まったく焼やきつくすべきものであって、これを食たべてはならない」。
    


    
      24主しゅはまたモーセに言いわれた、 25「アロンとその子こたちに言いいなさい、『罪祭ざいさいのおきては次つぎのとおりである。罪祭ざいさいは燔祭はんさいをほふる場所ばしょで、主しゅの前まえにほふらなければならない。これはいと聖せいなる物ものである。 26罪つみのためにこれをささげる祭司さいしが、これを食たべなければならない。すなわち会見かいけんの幕屋まくやの庭にわの聖せいなる所ところで、これを食たべなければならない。 27すべてその肉にくに触ふれる者ものは聖せいとなるであろう。もしその血ちが衣服いふくにかかったならば、そのかかったものは聖せいなる所ところで洗あらわなければならない。 28またそれを煮にた土つちの器うつわは砕くだかなければならない。もし青銅せいどうの器うつわで煮にたのであれば、それはみがいて、水みずで洗あらわなければならない。 29祭司さいしたちのうちのすべての男子だんしは、これを食たべることができる。これはいと聖せいなるものである。 30しかし、その血ちを会見かいけんの幕屋まくやに携たずさえていって、聖所せいじょであがないに用もちいた罪祭ざいさいは食たべてはならない。これは火ひで焼やき捨すてなければならない。
    

  


  


  
    第七章


    
      1愆祭けんさいのおきては次つぎのとおりである。それはいと聖せいなる物ものである。 2愆祭けんさいは燔祭はんさいをほふる場所ばしょでほふらなければならない。そして祭司さいしはその血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけ、 3そのすべての脂肪しぼうをささげなければならない。すなわち脂あぶら尾お、内臓ないぞうをおおう脂肪しぼう、 4二つの腎臓じんぞうとその上うえの腰こしのあたりにある脂肪しぼう、腎臓じんぞうと共ともに取とられる肝臓かんぞうの上うえの小葉しょうようである。 5祭司さいしはこれを祭壇さいだんの上うえで焼やいて、主しゅに火祭かさいとしなければならない。これは愆祭けんさいである。 6祭司さいしたちのうちのすべての男子だんしは、これを食たべることができる。これは聖せいなる所ところで食たべなければならない。これはいと聖せいなる物ものである。 7罪祭ざいさいも愆祭けんさいも、そのおきては一つであって、異ことなるところはない。これは、あがないをなす祭司さいしに帰きする。 8人ひとが携たずさえてくる燔祭はんさいをささげる祭司さいし、その祭司さいしに、そのささげる燔祭はんさいのものの皮かわは帰きする。 9すべて天火てんぴで焼やいた素祭そさい、またすべて深ふか鍋なべまたは平鍋ひらなべで作つくったものは、これをささげる祭司さいしに帰きする。 10すべて素祭そさいは、油あぶらを混まぜたものも、かわいたものも、アロンのすべての子こたちにひとしく帰きする。
    


    
      11主しゅにささぐべき酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのおきては次つぎのとおりである。 12もしこれを感謝かんしゃのためにささげるのであれば、油あぶらを混まぜた種たね入いれぬ菓子かしと、油あぶらを塗ぬった種たね入いれぬ煎餅せんべいと、よく混まぜた麦粉むぎこに油あぶらを混まぜて作つくった菓子かしとを、感謝かんしゃの犠牲ぎせいに合あわせてささげなければならない。 13また種たねを入いれたパンの菓子かしをその感謝かんしゃのための酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに合あわせ、供そなえ物ものとしてささげなければならない。 14すなわちこのすべての供そなえ物もののうちから、菓子かし一つずつを取とって主しゅにささげなければならない。これは酬恩祭しゅうおんさいの血ちを注そそぎかける祭司さいしに帰きする。 15その感謝かんしゃのための酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの肉にくは、その供そなえ物ものをささげた日ひのうちに食たべなければならない。少すこしでも明あくる朝あさまで残のこして置おいてはならない。 16しかし、その供そなえ物ものの犠牲ぎせいがもし誓願せいがんの供そなえ物もの、または自発じはつの供そなえ物ものであるならば、その犠牲ぎせいをささげた日ひのうちにそれを食たべ、その残のこりはまた明あくる日ひに食たべることができる。 17ただし、その犠牲ぎせいの肉にくの残のこりは三日か目めには火ひで焼やき捨すてなければならない。 18もしその酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの肉にくを三日か目めに少すこしでも食たべるならば、それは受うけ入いれられず、また供そなえ物ものと見みなされず、かえって忌いむべき物ものとなるであろう。そしてそれを食たべる者ものはとがを負おわなければならない。
    


    
      19その肉にくがもし汚けがれた物ものに触ふれるならば、それを食たべることなく、火ひで焼やき捨すてなければならない。犠牲ぎせいの肉にくはすべて清きよい者ものがこれを食たべることができる。 20もし人ひとがその身みに汚けがれがあるのに、主しゅにささげた酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの肉にくを食たべるならば、その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう。 21また人ひとがもしすべて汚けがれたもの、すなわち人ひとの汚けがれ、あるいは汚けがれた獣けもの、あるいは汚けがれた這はうものに触ふれながら、主しゅにささげた酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの肉にくを食たべるならば、その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう』」。
    


    
      22主しゅはまたモーセに言いわれた、 23「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたは、すべて牛うし、羊ひつじ、やぎの脂肪しぼうを食たべてはならない。 24自然しぜんに死しんだ獣けものの脂肪しぼうおよび裂さき殺ころされた獣けものの脂肪しぼうは、さまざまのことに使つかってもよい。しかし、それは決けっして食たべてはならない。 25だれでも火祭かさいとして主しゅにささげる獣けものの脂肪しぼうを食たべるならば、これを食たべる人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう。 26またあなたがたはすべてその住すむ所ところで、鳥とりにせよ、獣けものにせよ、すべてその血ちを食たべてはならない。 27だれでもすべて血ちを食たべるならば、その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう』」。
    


    
      28主しゅはまたモーセに言いわれた、 29「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいを主しゅにささげる者ものは、その酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのうちから、その供そなえ物ものを主しゅに携たずさえてこなければならない。 30主しゅの火祭かさいは手てずからこれを携たずさえてこなければならない。すなわちその脂肪しぼうと胸むねとを携たずさえてきて、その胸むねを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして、揺祭ようさいとしなければならない。 31そして祭司さいしはその脂肪しぼうを祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。その胸むねはアロンとその子こたちに帰きする。 32あなたがたの酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのうちから、その右みぎのももを挙祭きょさいとして、祭司さいしに与あたえなければならない。 33アロンの子こたちのうち、酬恩祭しゅうおんさいの血ちと脂肪しぼうとをささげる者ものは、その右みぎのももを自分じぶんの分ぶんとして、獲えるであろう。 34わたしはイスラエルの人々ひとびとの酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのうちから、その揺祭ようさいの胸むねと挙祭きょさいのももを取とって、祭司さいしアロンとその子こたちに与あたえ、これをイスラエルの人々ひとびとから永久えいきゅうに彼かれらの受うくべき分ぶんとする。 35これは主しゅの火祭かさいのうちから、アロンの受うける分ぶんと、その子こたちの受うける分ぶんとであって、祭司さいしの職しょくをなすため、彼かれらが主しゅにささげられた日ひに定さだめられたのである。 36すなわち、これは彼かれらに油あぶらを注そそぐ日ひに、イスラエルの人々ひとびとが彼かれらに与あたえるように、主しゅが命めいじられたものであって、代々よよ永久えいきゅうに受うくべき分ぶんである』」。
    


    
      37これは燔祭はんさい、素祭そさい、罪祭ざいさい、愆祭けんさい、任職祭にんしょくさい、酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいのおきてである。 38すなわち、主しゅがシナイの荒野あらのにおいてイスラエルの人々ひとびとにその供そなえ物ものを主しゅにささげることを命めいじられた日ひに、シナイ山さんでモーセに命めいじられたものである。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「あなたはアロンとその子こたち、およびその衣服いふく、注そそぎ油あぶら、罪祭ざいさいの雄牛おうし、雄羊おひつじ二頭とう、種たね入いれぬパン一かごを取とり、 3また全ぜん会衆かいしゅうを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに集あつめなさい」。 4モーセは主しゅが命めいじられたようにした。そして会衆かいしゅうは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに集あつまった。
    


    
      5そこでモーセは会衆かいしゅうにむかって言いった、「これは主しゅがあなたがたにせよと命めいじられたことである」。 6そしてモーセはアロンとその子こたちを連つれてきて、水みずで彼かれらを洗あらい清きよめ、 7アロンに服ふくを着きさせ、帯おびをしめさせ、衣ころもをまとわせ、エポデを着つけさせ、エポデの帯おびをしめさせ、それをもってエポデを身みに結ゆいつけ、 8また胸当むねあてを着つけさせ、その胸当むねあてにウリムとトンミムを入いれ、 9その頭あたまに帽子ぼうしをかぶらせ、その帽子ぼうしの前まえに金きんの板いた、すなわち聖せいなる冠かんむりをつけさせた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      10モーセはまた注そそぎ油あぶらを取とり、幕屋まくやとそのうちのすべての物ものに油あぶらを注そそいでこれを聖別せいべつし、 11かつ、それを七たび祭壇さいだんに注そそぎ、祭壇さいだんとそのもろもろの器うつわ、洗盤せんばんとその台だいに油あぶらを注そそいでこれを聖別せいべつし、 12また注そそぎ油あぶらをアロンの頭あたまに注そそぎ、彼かれに油あぶらを注そそいでこれを聖別せいべつした。 13モーセはまたアロンの子こたちを連つれてきて、服ふくを彼かれらに着きさせ、帯おびを彼かれらにしめさせ、頭巾ずきんを頭あたまに巻まかせた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      14彼かれはまた罪祭ざいさいの雄牛おうしを連つれてこさせ、アロンとその子こたちは、その罪祭ざいさいの雄牛おうしの頭あたまに手てを置おいた。 15モーセはこれをほふり、その血ちを取とり、指ゆびをもってその血ちを祭壇さいだんの四すみの角つのにつけて祭壇さいだんを清きよめ、また残のこりの血ちを祭壇さいだんのもとに注そそいで、これを聖別せいべつし、これがためにあがないをした。 16モーセはまたその内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、肝臓かんぞうの小葉しょうよう、二つの腎臓じんぞうとその脂肪しぼうとを取とり、これを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。 17ただし、その雄牛おうしの皮かわと肉にくと汚物おぶつは宿営しゅくえいの外そとで、火ひをもって焼やき捨すてた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      18彼かれはまた燔祭はんさいの雄羊おひつじを連つれてこさせ、アロンとその子こたちは、その雄羊おひつじの頭あたまに手てを置おいた。 19モーセはこれをほふって、その血ちを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけた。 20そして、モーセはその雄羊おひつじを節々ふしぶしに切きり分わかち、その頭あたまと切きり分わけたものと脂肪しぼうとを焼やいた。 21またモーセは水みずでその内臓ないぞうと足あしとを洗あらい、その雄羊おひつじをことごとく祭壇さいだんの上うえで焼やいた。これは香こうばしいかおりのための燔祭はんさいであって、主しゅにささげる火祭かさいである。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      22彼かれはまたほかの雄羊おひつじ、すなわち任にん職しょくの雄羊おひつじを連つれてこさせ、アロンとその子こたちは、その雄羊おひつじの頭あたまに手てを置おいた。 23モーセはこれをほふり、その血ちを取とって、アロンの右みぎの耳みみたぶと、右手みぎての親指おやゆびと、右足みぎあしの親指おやゆびとにつけた。 24またモーセはアロンの子こたちを連つれてきて、その血ちを彼かれらの右みぎの耳みみたぶと、右手みぎての親指おやゆびと、右足みぎあしの親指おやゆびとにつけた。そしてモーセはその残のこりの血ちを、祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけた。 25彼かれはまたその脂肪しぼう、すなわち脂あぶら尾お、内臓ないぞうの上うえのすべての脂肪しぼう、肝臓かんぞうの小葉しょうよう、二つの腎臓じんぞうとその脂肪しぼう、ならびにその右みぎのももを取とり、 26また主しゅの前まえにある種たね入いれぬパンのかごから種たね入いれぬ菓子かし一つと、油あぶらを入いれたパンの菓子かし一つと、煎餅せんべい一つとを取とって、かの脂肪しぼうと右みぎのももとの上うえに載のせ、 27これをすべてアロンの手てと、その子こたちの手てに渡わたし、主しゅの前まえに揺ゆり動うごかさせて揺祭ようさいとした。 28そしてモーセはこれを彼かれらの手てから取とり、祭壇さいだんの上うえで燔祭はんさいと共ともに焼やいた。これは香こうばしいかおりとする任にん職しょくの供そなえ物ものであって、主しゅにささげる火祭かさいである。 29そしてモーセはその胸むねを取とり、主しゅの前まえにこれを揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとした。これは任にん職しょくの雄羊おひつじのうちモーセに帰きすべき分ぶんであった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      30モーセはまた注そそぎ油あぶらと祭壇さいだんの上うえの血ちとを取とり、これをアロンとその服ふく、またその子こたちとその服ふくとに注そそいで、アロンとその服ふく、およびその子こたちと、その服ふくとを聖別せいべつした。
    


    
      31モーセはまたアロンとその子こたちに言いった、「会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちでその肉にくを煮になさい。そして任職祭にんしょくさいのかごの中なかのパンと共ともに、それをその所ところで食たべなさい。これは『アロンとその子こたちが食たべなければならない、と言いえ』とわたしが命めいじられたとおりである。 32あなたがたはその肉にくとパンとの残のこったものを火ひで焼やき捨すてなければならない。 33あなたがたはその任職祭にんしょくさいの終おわる日ひまで七日なぬかの間あいだ、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちから出でてはならない。あなたがたの任にん職しょくは七日なぬかを要ようするからである。 34きょう行おこなったように、あなたがたのために、あがないをせよ、と主しゅはお命めいじになった。 35あなたがたは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに七日なぬかの間あいだ、日夜にちやとどまり、主しゅの仰おおせを守まもって、死しぬことのないようにしなければならない。わたしはそのように命めいじられたからである」。 36アロンとその子こたちは主しゅがモーセによってお命めいじになったことを、ことごとく行おこなった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1八日か目めになって、モーセはアロンとその子こたち、およびイスラエルの長老ちょうろうたちを呼よび寄よせ、 2アロンに言いった、「あなたは雄おすの子こ牛うしの全まったきものを罪祭ざいさいのために取とり、また雄羊おひつじの全まったきものを燔祭はんさいのために取とって、主しゅの前まえにささげなさい。 3あなたはまたイスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたは雄おやぎを罪祭ざいさいのために取とり、また一歳さいの全まったき子こ牛うしと小羊こひつじとを燔祭はんさいのために取とりなさい、 4また主しゅの前まえにささげる酬恩祭しゅうおんさいのために雄牛おうしと雄羊おひつじとを取とり、また油あぶらを混まぜた素祭そさいを取とりなさい。主しゅがきょうあなたがたに現あらわれたもうからである』」。 5彼かれらはモーセが命めいじたものを会見かいけんの幕屋まくやの前まえに携たずさえてきた。会衆かいしゅうがみな近ちかづいて主しゅの前まえに立たったので、 6モーセは言いった、「これは主しゅがあなたがたに、せよと命めいじられたことである。こうして主しゅの栄光えいこうはあなたがたに現あらわれるであろう」。 7モーセはまたアロンに言いった、「あなたは祭壇さいだんに近ちかづき、あなたの罪祭ざいさいと燔祭はんさいをささげて、あなたのため、また民たみのためにあがないをし、また民たみの供そなえ物ものをささげて、彼かれらのためにあがないをし、すべて主しゅがお命めいじになったようにしなさい」。
    


    
      8そこでアロンは祭壇さいだんに近ちかづき、自分じぶんのための罪祭ざいさいの子こ牛うしをほふった。 9そしてアロンの子こたちは、その血ちを彼かれのもとに携たずさえてきたので、彼かれは指ゆびをその血ちに浸ひたし、それを祭壇さいだんの角つのにつけ、残のこりの血ちを祭壇さいだんのもとに注そそぎ、 10また罪祭ざいさいの脂肪しぼうと腎臓じんぞうと肝臓かんぞうの小葉しょうようとを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 11またその肉にくと皮かわとは宿営しゅくえいの外そとで火ひをもって焼やき捨すてた。
    


    
      12彼かれはまた燔祭はんさいの獣けものをほふり、アロンの子こたちがその血ちを彼かれに渡わたしたので、これを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけた。 13彼かれらがまた燔祭はんさいのもの、すなわち、その切きり分わけたものと頭あたまとを彼かれに渡わたしたので、彼かれはこれを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。 14またその内臓ないぞうと足あしとを洗あらい、祭壇さいだんの上うえで燔祭はんさいと共ともにこれを焼やいた。
    


    
      15彼かれはまた民たみの供そなえ物ものをささげた。すなわち、民たみのための罪祭ざいさいのやぎを取とってこれをほふり、前まえのようにこれを罪つみのためにささげた。 16また燔祭はんさいをささげた。すなわち、これを定さだめのようにささげた。 17また素祭そさいをささげ、そのうちから一握ひとにぎりを取とり、朝あさの燔祭はんさいに加くわえて、これを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。
    


    
      18彼かれはまた民たみのためにささげる酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの雄牛おうしと雄羊おひつじとをほふり、アロンの子こたちが、その血ちを彼かれに渡わたしたので、彼かれはこれを祭壇さいだんの周囲しゅういに注そそぎかけた。 19またその雄牛おうしと雄羊おひつじとの脂肪しぼう、すなわち、脂あぶら尾お、内臓ないぞうをおおうもの、腎臓じんぞう、肝臓かんぞうの小葉しょうよう。 20これらの脂肪しぼうを彼かれらはその胸むねの上うえに載のせて携たずさえてきたので、彼かれはその脂肪しぼうを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。 21その胸むねと右みぎのももとは、アロンが主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとした。モーセが命めいじたとおりである。
    


    
      22アロンは民たみにむかって手てをあげて、彼かれらを祝福しゅくふくし、罪祭ざいさい、燔祭はんさい、酬恩祭しゅうおんさいをささげ終おわって降ふりた。 23モーセとアロンは会見かいけんの幕屋まくやに入いり、また出でてきて民たみを祝福しゅくふくした。そして主しゅの栄光えいこうはすべての民たみに現あらわれ、 24主しゅの前まえから火ひが出でて、祭壇さいだんの上うえの燔祭はんさいと脂肪しぼうとを焼やきつくした。民たみはみな、これを見みて喜よろこびよばわり、そしてひれ伏ふした。
    

  


  


  
    第十章


    
      1さてアロンの子こナダブとアビフとは、おのおのその香炉こうろを取とって火ひをこれに入いれ、薫香くんこうをその上うえに盛もって、異火ことびを主しゅの前まえにささげた。これは主しゅの命令めいれいに反はんすることであったので、 2主しゅの前まえから火ひが出でて彼かれらを焼やき滅ほろぼし、彼かれらは主しゅの前まえに死しんだ。 3その時ときモーセはアロンに言いった、「主しゅは、こう仰おおせられた。すなわち『わたしは、わたしに近ちかづく者もののうちに、わたしの聖せいなることを示しめし、すべての民たみの前まえに栄光えいこうを現あらわすであろう』」。アロンは黙もくしていた。
    


    
      4モーセはアロンの叔父おじウジエルの子こミシヤエルとエルザパンとを呼よび寄よせて彼かれらに言いった、「近寄ちかよって、あなたがたの兄弟きょうだいたちを聖所せいじょの前まえから、宿営しゅくえいの外そとに運はこび出だしなさい」。 5彼かれらは近寄ちかよって、彼かれらをその服ふくのまま宿営しゅくえいの外そとに運はこび出だし、モーセの言いったようにした。 6モーセはまたアロンおよびその子こエレアザルとイタマルとに言いった、「あなたがたは髪かみの毛けを乱みだし、また衣服いふくを裂さいてはならない。あなたがたが死しぬことのないため、また主しゅの怒いかりが、すべての会衆かいしゅうに及およぶことのないためである。ただし、あなたがたの兄弟きょうだいイスラエルの全家ぜんかは、主しゅが火ひをもって焼やき滅ほろぼしたもうたことを嘆なげいてもよい。 7また、あなたがたは死しぬことのないように、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちから外そとへ出でてはならない。あなたがたの上うえに主しゅの注そそぎ油あぶらがあるからである」。彼かれらはモーセの言葉ことばのとおりにした。
    


    
      8主しゅはアロンに言いわれた、 9「あなたも、あなたの子こたちも会見かいけんの幕屋まくやにはいる時ときには、死しぬことのないように、ぶどう酒しゅと濃こい酒さけを飲のんではならない。これはあなたがたが代々よよ永ながく守まもるべき定さだめとしなければならない。 10これはあなたがたが聖せいなるものと俗ぞくなるもの、汚けがれたものと清きよいものとの区別くべつをすることができるため、 11また主しゅがモーセによって語かたられたすべての定さだめを、イスラエルの人々ひとびとに教おしえることができるためである」。
    


    
      12モーセはまたアロンおよびその残のこっている子こエレアザルとイタマルとに言いった、「あなたがたは主しゅの火祭かさいのうちから素祭そさいの残のこりを取とり、パン種だねを入いれずに、これを祭壇さいだんのかたわらで食たべなさい。これはいと聖せいなる物ものである。 13これは主しゅの火祭かさいのうちからあなたの受うける分ぶん、またあなたの子こたちの受うける分ぶんであるから、あなたがたはこれを聖せいなる所ところで食たべなければならない。わたしはこのように命めいじられたのである。 14また揺ゆり動うごかした胸むねとささげたももとは、あなたとあなたのむすこ、娘むすめたちがこれを清きよい所ところで食たべなければならない。これはイスラエルの人々ひとびとの酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの中なかからあなたの分ぶん、あなたの子こたちの分ぶんとして与あたえられるものだからである。 15彼かれらはそのささげたももと揺ゆり動うごかした胸むねとを、火祭かさいの脂肪しぼうと共ともに携たずさえてきて、これを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとしなければならない。これは主しゅがお命めいじになったように、長ながく受うくべき分ぶんとしてあなたと、あなたの子こたちとに帰きするであろう」。
    


    
      16さてモーセは罪祭ざいさいのやぎを、ていねいに捜さがしたが、見みよ、それがすでに焼やかれていたので、彼かれは残のこっているアロンの子こエレアザルとイタマルとにむかい、怒いかって言いった、 17「あなたがたは、なぜ罪祭ざいさいのものを聖せいなる所ところで食たべなかったのか。これはいと聖せいなる物ものであって、あなたがたが会衆かいしゅうの罪つみを負おって、彼かれらのために主しゅの前まえにあがないをするため、あなたがたに賜たまわった物ものである。 18見みよ、その血ちは聖所せいじょの中なかに携たずさえ入いれなかった。その肉にくはわたしが命めいじたように、あなたがたは必かならずそれを聖せいなる所ところで食たべるべきであった」。 19アロンはモーセに言いった、「見みよ、きょう、彼かれらはその罪祭ざいさいと燔祭はんさいとを主しゅの前まえにささげたが、このような事ことがわたしに臨のぞんだ。もしわたしが、きょう罪祭ざいさいのものを食たべたとしたら、主しゅはこれを良よしとせられたであろうか」。 20モーセはこれを聞きいて良よしとした。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1主しゅはまたモーセとアロンに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『地ちにあるすべての獣けもののうち、あなたがたの食たべることができる動物どうぶつは次つぎのとおりである。 3獣けもののうち、すべてひずめの分わかれたもの、すなわち、ひずめの全まったく切きれたもの、反芻はんすうするものは、これを食たべることができる。 4ただし、反芻はんすうするもの、またはひずめの分わかれたもののうち、次つぎのものは食たべてはならない。すなわち、らくだ、これは、反芻はんすうするけれども、ひずめが分わかれていないから、あなたがたには汚けがれたものである。 5岩いわたぬき、これは、反芻はんすうするけれども、ひずめが分わかれていないから、あなたがたには汚けがれたものである。 6野のうさぎ、これは、反芻はんすうするけれども、ひずめが分わかれていないから、あなたがたには汚けがれたものである。 7豚ぶた、これは、ひずめが分わかれており、ひずめが全まったく切きれているけれども、反芻はんすうすることをしないから、あなたがたには汚けがれたものである。 8あなたがたは、これらのものの肉にくを食たべてはならない。またその死体したいに触ふれてはならない。これらは、あなたがたには汚けがれたものである。
    


    
      9水みずの中なかにいるすべてのもののうち、あなたがたの食たべることができるものは次つぎのとおりである。すなわち、海うみでも、川かわでも、すべて水みずの中なかにいるもので、ひれと、うろこのあるものは、これを食たべることができる。 10すべて水みずに群むらがるもの、またすべての水みずの中なかにいる生いき物もののうち、すなわち、すべて海うみ、また川かわにいて、ひれとうろこのないものは、あなたがたに忌いむべきものである。 11これらはあなたがたに忌いむべきものであるから、あなたがたはその肉にくを食たべてはならない。またその死体したいは忌いむべきものとしなければならない。 12すべて水みずの中なかにいて、ひれも、うろこもないものは、あなたがたに忌いむべきものである。
    


    
      13鳥とりのうち、次つぎのものは、あなたがたに忌いむべきものとして、食たべてはならない。それらは忌いむべきものである。すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 14とび、はやぶさの類るい、 15もろもろのからすの類るい、 16だちょう、よたか、かもめ、たかの類るい、 17ふくろう、う、みみずく、 18むらさきばん、ペリカン、はげたか、 19こうのとり、さぎの類るい、やつがしら、こうもり。
    


    
      20また羽はねがあって四つの足あしで歩あるくすべての這はうものは、あなたがたに忌いむべきものである。 21ただし、羽はねがあって四つの足あしで歩あるくすべての這はうもののうち、その足あしのうえに、跳はね足あしがあり、それで地ちの上うえをはねるものは食たべることができる。 22すなわち、そのうち次つぎのものは食たべることができる。移住いじゅういなごの類るい、遍歴へんれきいなごの類るい、大おおいなごの類るい、小しょういなごの類るいである。 23しかし、羽はねがあって四つの足あしで歩あるく、そのほかのすべての這はうものは、あなたがたに忌いむべきものである。
    


    
      24あなたがたは次つぎの場合ばあいに汚けがれたものとなる。すなわち、すべてこれらのものの死体したいに触ふれる者ものは夕ゆうまで汚けがれる。 25すべてこれらのものの死体したいを運はこぶ者ものは、その衣服いふくを洗あらわなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれる。 26すべて、ひずめの分わかれた獣けもので、その切きれ目めの切きれていないもの、また、反芻はんすうすることをしないものは、あなたがたに汚けがれたものである。すべて、これに触ふれる者ものは汚けがれる。 27すべて四つの足あしで歩あるく獣けもののうち、その足あしの裏うらのふくらみで歩あるくものは皆みなあなたがたに汚けがれたものである。すべてその死体したいに触ふれる者ものは夕ゆうまで汚けがれる。 28その死体したいを運はこぶ者ものは、その衣服いふくを洗あらわなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれる。これは、あなたがたに汚けがれたものである。
    


    
      29地ちにはう這はうもののうち、次つぎのものはあなたがたに汚けがれたものである。すなわち、もぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾おとかげの類るい、 30やもり、大だいとかげ、とかげ、すなとかげ、カメレオン。 31もろもろの這はうもののうち、これらはあなたがたに汚けがれたものである。すべてそれらのものが死しんで、それに触ふれる者ものは夕ゆうまで汚けがれる。 32またそれらのものが死しんで、それが落おちかかった物ものはすべて汚けがれる。木きの器うつわであれ、衣服いふくであれ、皮かわであれ、袋ふくろであれ、およそ仕事しごとに使つかう器うつわはそれを水みずに入いれなければならない。それは夕ゆうまで汚けがれているが、そののち清きよくなる。 33またそれらのものが、土つちの器うつわの中なかに落おちたならば、その中なかにあるものは皆みな汚けがれる。あなたがたはその器うつわをこわさなければならない。 34またすべてその中なかにある食物しょくもつで、水分すいぶんのあるものは汚けがれる。またすべてそのような器うつわの中なかにある飲のみ物ものも皆みな汚けがれる。 35またそれらのものの死体したいが落おちかかったならば、その物ものはすべて汚けがれる。天火てんぴであれ、かまどであれ、それをこわさなければならない。これらは汚けがれたもので、あなたがたに汚けがれたものとなる。 36ただし、泉いずみ、あるいは水みずの集あつまった水みずたまりは汚けがれない。しかし、その死体したいに触ふれる者ものは汚けがれる。 37それらのものの死体したいが、まく種たねの上うえに落おちても、それは汚けがれない。 38ただし、種たねの上うえに水みずがかかっていて、その上うえにそれらのものの死体したいが、落おちるならば、それはあなたがたに汚けがれたものとなる。
    


    
      39あなたがたの食たべる獣けものが死しんだ時とき、その死体したいに触ふれる者ものは夕ゆうまで汚けがれる。 40その死体したいを食たべる者ものは、その衣服いふくを洗あらわなければならない。夕ゆうまで汚けがれる。その死体したいを運はこぶ者ものも、その衣服いふくを洗あらわなければならない。夕ゆうまで汚けがれる。
    


    
      41すべて地ちにはう這はうものは忌いむべきものである。これを食たべてはならない。 42すべて腹はらばい行いくもの、四つ足あしで歩あるくもの、あるいは多おおくの足あしをもつもの、すなわち、すべて地ちにはう這はうものは、あなたがたはこれを食たべてはならない。それらは忌いむべきものだからである。 43あなたがたはすべて這はうものによって、あなたがたの身みを忌いむべきものとしてはならない。また、これをもって身みを汚けがし、あるいはこれによって汚けがされてはならない。 44わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであるから、あなたがたはおのれを聖別せいべつし、聖せいなる者ものとならなければならない。わたしは聖せいなる者ものである。地ちにはう這はうものによって、あなたがたの身みを汚けがしてはならない。 45わたしはあなたがたの神かみとなるため、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき上のぼった主しゅである。わたしは聖せいなる者ものであるから、あなたがたは聖せいなる者ものとならなければならない』」。
    


    
      46これは獣けものと鳥とりと、水みずの中なかに動うごくすべての生いき物ものと、地ちに這はうすべてのものに関かんするおきてであって、 47汚けがれたものと清きよいもの、食たべられる生いき物ものと、食たべられない生いき物ものとを区別くべつするものである。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『女おんながもし身みごもって男おとこの子こを産うめば、七日なぬかのあいだ汚けがれる。すなわち、月つきのさわりの日ひかずほど汚けがれるであろう。 3八日か目めにはその子この前まえの皮かわに割礼かつれいを施ほどこさなければならない。 4その女おんなはなお、血ちの清きよめに三十三日にちを経へなければならない。その清きよめの日ひの満みちるまでは、聖せいなる物ものに触ふれてはならない。また聖せいなる所ところにはいってはならない。 5もし女おんなの子こを産うめば、二週間しゅうかん、月つきのさわりと同おなじように汚けがれる。その女おんなはなお、血ちの清きよめに六十六日にちを経へなければならない。
    


    
      6男おとこの子こまたは女おんなの子こについての清きよめの日ひが満みちるとき、女おんなは燔祭はんさいのために一歳さいの小羊こひつじ、罪祭ざいさいのために家いえばとのひな、あるいは山やまばとを、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちの、祭司さいしのもとに、携たずさえてこなければならない。 7祭司さいしはこれを主しゅの前まえにささげて、その女おんなのために、あがないをしなければならない。こうして女おんなはその出血しゅっけつの汚けがれが清きよまるであろう。これは男おとこの子こまたは女おんなの子こを産うんだ女おんなのためのおきてである。 8もしその女おんなが小羊こひつじに手ての届とどかないときは、山やまばと二羽わか、家いえばとのひな二羽わかを取とって、一つを燔祭はんさい、一つを罪祭ざいさいとし、祭司さいしはその女おんなのために、あがないをしなければならない。こうして女おんなは清きよまるであろう』」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1主しゅはまたモーセとアロンに言いわれた、 2「人ひとがその身みの皮かわに腫しゅ、あるいは吹出物ふきでもの、あるいは光ひかる所ところができ、これがその身みの皮かわにらい病びょうの患部かんぶのようになるならば、その人ひとを祭司さいしアロンまたは、祭司さいしなるアロンの子こたちのひとりのもとに、連つれて行いかなければならない。 3祭司さいしはその身みの皮かわの患部かんぶを見み、その患部かんぶの毛けがもし白しろく変かわり、かつ患部かんぶが、その身みの皮かわよりも深ふかく見みえるならば、それはらい病びょうの患部かんぶである。祭司さいしは彼かれを見みて、これを汚けがれた者ものとしなければならない。 4もしまたその身みの皮かわの光ひかる所ところが白しろくて、皮かわよりも深ふかく見みえず、また毛けも白しろく変かわっていないならば、祭司さいしはその患者かんじゃを七日なぬかのあいだ留とめ置おかなければならない。 5七日なぬか目めに祭司さいしはこれを見みて、もし患部かんぶの様子ようすに変かわりがなく、また患部かんぶが皮かわに広ひろがっていないならば、祭司さいしはその人ひとをさらに七日なぬかのあいだ留とめ置おかなければならない。 6七日なぬか目めに祭司さいしは再ふたたびその人ひとを見みて、患部かんぶがもし薄うすらぎ、また患部かんぶが皮かわに広ひろがっていないならば、祭司さいしはこれを清きよい者ものとしなければならない。これは吹出物ふきでものである。その人ひとは衣服いふくを洗あらわなければならない。そして清きよくなるであろう。 7しかし、その人ひとが祭司さいしに見みせて清きよい者ものとされた後のちに、その吹出物ふきでものが皮かわに広ひろくひろがるならば、再ふたたび祭司さいしにその身みを見みせなければならない。 8祭司さいしはこれを見みて、その吹出物ふきでものが皮かわに広ひろがっているならば、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。これはらい病びょうである。
    


    
      9もし人ひとにらい病びょうの患部かんぶがあるならば、その人ひとを祭司さいしのもとに連つれて行いかなければならない。 10祭司さいしがこれを見みて、その皮かわに白しろい腫しゅがあり、その毛けも白しろく変かわり、かつその腫しゅに生いきた生肉なまにくが見みえるならば、 11これは古ふるいらい病びょうがその身みの皮かわにあるのであるから、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。その人ひとは汚けがれた者ものであるから、これを留とめ置おくに及およばない。 12もしらい病びょうが広ひろく皮かわに出でて、そのらい病びょうが、その患者かんじゃの皮かわを頭あたまから足あしまで、ことごとくおおい、祭司さいしの見みるところすべてに及およんでおれば、 13祭司さいしはこれを見み、もしらい病びょうがその身みをことごとくおおっておれば、その患者かんじゃを清きよい者ものとしなければならない。それはことごとく白しろく変かわったから、彼かれは清きよい者ものである。 14しかし、もし生肉なまにくがその人ひとに現あらわれておれば、汚けがれた者ものである。 15祭司さいしはその生肉なまにくを見みて、その人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。生肉なまにくは汚けがれたものであって、それはらい病びょうである。 16もしまたその生肉なまにくが再ふたたび白しろく変かわるならば、その人ひとは祭司さいしのもとに行いかなければならない。 17祭司さいしはその人ひとを見みて、もしその患部かんぶが白しろく変かわっておれば、祭司さいしはその患者かんじゃを清きよい者ものとしなければならない。その人ひとは清きよい者ものである。
    


    
      18また身みの皮かわに腫物はれものがあったが、直なおって、 19その腫物はれものの場所ばしょに白しろい腫しゅ、または赤あかみをおびた白しろい光ひかる所ところがあれば、これを祭司さいしに見みせなければならない。 20祭司さいしはこれを見みて、もし皮かわよりも低ひくく見みえ、その毛けが白しろく変かわっていれば、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。それは腫物はれものに起たったらい病びょうの患部かんぶだからである。 21しかし、祭司さいしがこれを見みて、もしその所ところに白しろい毛けがなく、また皮かわよりも低ひくい所ところがなく、かえって薄うすらいでいるならば、祭司さいしはその人ひとを七日なぬかのあいだ留とめ置おかなければならない。 22そしてもし皮かわに広ひろくひろがっているならば、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。それは患部かんぶだからである。 23しかし、その光ひかる所ところがもしその所ところにとどまって広ひろがらなければ、それは腫物はれものの跡あとである。祭司さいしはその人ひとを清きよい者ものとしなければならない。
    


    
      24また身みの皮かわにやけどがあって、そのやけどの生いきた肉にくがもし赤あかみをおびた白しろ、または、ただ白しろくて光ひかる所ところとなるならば、 25祭司さいしはこれを見みなければならない。そしてもし、その光ひかる所ところにある毛けが白しろく変かわって、そこが皮かわよりも深ふかく見みえるならば、これはやけどに生しょうじたらい病びょうである。祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。これはらい病びょうの患部かんぶだからである。 26けれども祭司さいしがこれを見みて、その光ひかる所ところに白しろい毛けがなく、また皮かわよりも低ひくい所ところがなく、かえって薄うすらいでいるならば、祭司さいしはその人ひとを七日なぬかのあいだ留とめ置おき、 27七日なぬか目めに祭司さいしは彼かれを見みなければならない。もし皮かわに広ひろくひろがっているならば、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。これはらい病びょうの患部かんぶだからである。 28もしその光ひかる所ところが、その所ところにとどまって、皮かわに広ひろがらずに、かえって薄うすらいでいるならば、これはやけどの腫しゅである。祭司さいしはその人ひとを清きよい者ものとしなければならない。これはやけどの跡あとだからである。
    


    
      29男おとこあるいは女おんながもし、頭あたままたはあごに患部かんぶが生しょうじたならば、 30祭司さいしはその患部かんぶを見みなければならない。もしそれが皮かわよりも深ふかく見みえ、またそこに黄色きいろの細ほそい毛けがあるならば、祭司さいしはその人ひとを汚けがれた者ものとしなければならない。それはかいせんであって、頭あたままたはあごのらい病びょうだからである。 31また祭司さいしがそのかいせんの患部かんぶを見みて、もしそれが皮かわよりも深ふかく見みえず、またそこに黒くろい毛けがないならば、祭司さいしはそのかいせんの患者かんじゃを七日なぬかのあいだ留とめ置おき、 32七日なぬか目めに祭司さいしはその患部かんぶを見みなければならない。そのかいせんがもし広ひろがらず、またそこに黄色きいろの毛けがなく、そのかいせんが皮かわよりも深ふかく見みえないならば、 33その人ひとは身みをそらなければならない。ただし、そのかいせんをそってはならない。祭司さいしはそのかいせんのある者ものをさらに七日なぬかのあいだ留とめ置おき、 34七日なぬか目めに祭司さいしはそのかいせんを見みなければならない。もしそのかいせんが皮かわに広ひろがらず、またそれが皮かわよりも深ふかく見みえないならば、祭司さいしはその人ひとを清きよい者ものとしなければならない。その人ひとはまたその衣服いふくを洗あらわなければならない。そして清きよくなるであろう。 35しかし、もし彼かれが清きよい者ものとされた後のちに、そのかいせんが、皮かわに広ひろくひろがるならば、 36祭司さいしはその人ひとを見みなければならない。もしそのかいせんが皮かわに広ひろがっているならば、祭司さいしは黄色きいろの毛けを捜さがすまでもなく、その人ひとは汚けがれた者ものである。 37しかし、もしそのかいせんの様子ようすに変かわりなく、そこに黒くろい毛けが生しょうじているならば、そのかいせんは直なおったので、その人ひとは清きよい。祭司さいしはその人ひとを清きよい者ものとしなければならない。
    


    
      38また男おとこあるいは女おんながもし、その身みの皮かわに光ひかる所ところ、すなわち白しろい光ひかる所ところがあるならば、 39祭司さいしはこれを見みなければならない。もしその身みの皮かわの光ひかる所ところが、鈍にぶい白しろであるならば、これはただ白はくせんがその皮かわに生しょうじたのであって、その人ひとは清きよい。
    


    
      40人ひとがもしその頭あたまから毛けが抜ぬけ落おちても、それがはげならば清きよい。 41もしその額ひたいの毛けが抜ぬけ落おちても、それが額ひたいのはげならば清きよい。 42けれども、もしそのはげ頭あたままたは、はげ額ひたいに赤あかみをおびた白しろい患部かんぶがあるならば、それはそのはげ頭あたままたは、はげ額ひたいにらい病びょうが発はっしたのである。 43祭司さいしはこれを見みなければならない。もしそのはげ頭あたままたは、はげ額ひたいの患部かんぶの腫しゅが白しろく赤あかみをおびて、身みの皮かわにらい病びょうがあらわれているならば、 44その人ひとはらい病びょうに冒おかされた者ものであって、汚けがれた者ものである。祭司さいしはその人ひとを確たしかに汚けがれた者ものとしなければならない。患部かんぶが頭あたまにあるからである。
    


    
      45患部かんぶのあるらい病人びょうにんは、その衣服いふくを裂さき、その頭あたまを現あらわし、その口くちひげをおおって『汚けがれた者もの、汚けがれた者もの』と呼よばわらなければならない。 46その患部かんぶが身みにある日ひの間あいだは汚けがれた者ものとしなければならない。その人ひとは汚けがれた者ものであるから、離はなれて住すまなければならない。すなわち、そのすまいは宿営しゅくえいの外そとでなければならない。
    


    
      47また衣服いふくにらい病びょうの患部かんぶが生しょうじた時ときは、それが羊毛ようもうの衣服いふくであれ、亜麻あまの衣服いふくであれ、 48あるいは亜麻あままたは羊毛ようもうの縦糸たていとであれ、横糸よこいとであれ、あるいは皮かわであれ、皮かわで作つくったどのような物ものであれ、 49もしその衣服いふくあるいは皮かわ、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいは皮かわで作つくったどのような物ものであれ、その患部かんぶが青あおみをおびているか、あるいは赤あかみをおびているならば、これはらい病びょうの患部かんぶである。これを祭司さいしに見みせなければならない。 50祭司さいしはその患部かんぶを見みて、その患部かんぶのある物ものを七日なぬかのあいだ留とめ置おき、 51七日なぬか目めに患部かんぶを見みて、もしその衣服いふく、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいは皮かわ、またどのように用もちいられている皮かわであれ、患部かんぶが広ひろがっているならば、その患部かんぶは悪性あくせいのらい病びょうであって、それは汚けがれた物ものである。 52彼かれはその患部かんぶのある衣服いふく、あるいは羊毛ようもう、または亜麻あまの縦糸たていと、または横糸よこいと、あるいはすべて皮かわで作つくった物ものを焼やかなければならない。これは悪性あくせいのらい病びょうであるから、その物ものを火ひで焼やかなければならない。
    


    
      53しかし、祭司さいしがこれを見みて、もし患部かんぶがその衣服いふく、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいはすべて皮かわで作つくった物ものに広ひろがっていないならば、 54祭司さいしは命めいじて、その患部かんぶのある物ものを洗あらわせ、さらに七日なぬかの間あいだこれを留とめ置おかなければならない。 55そしてその患部かんぶを洗あらった後のち、祭司さいしはそれを見みて、もし患部かんぶの色いろが変かわらなければ、患部かんぶが広ひろがらなくても、それは汚けがれた物ものである。それが表ひょうにあっても裏うらにあっても腐くされであるから、それを火ひで焼やかなければならない。
    


    
      56しかし、祭司さいしがこれを見みて、それを洗あらった後のちに、その患部かんぶが薄うすらいだならば、その衣服いふく、あるいは皮かわ、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいとから、それを切きり取とらなければならない。 57しかし、なおその衣服いふく、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいはすべて皮かわで作つくった物ものにそれが現あらわれれば、それは再発さいはつしたのである。その患部かんぶのある物ものを火ひで焼やかなければならない。 58また洗あらった衣服いふく、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいはすべて皮かわで作つくった物ものから、患部かんぶが消きえ去さるならば、再ふたたびそれを洗あらわなければならない。そうすれば清きよくなるであろう」。
    


    
      59これは羊毛ようもうまたは亜麻あまの衣服いふく、あるいは縦糸たていと、あるいは横糸よこいと、あるいはすべて皮かわで作つくった物ものに生しょうじるらい病びょうの患部かんぶについて、それを清きよい物ものとし、または汚けがれた物ものとするためのおきてである。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「らい病人びょうにんが清きよい者ものとされる時ときのおきては次つぎのとおりである。すなわち、その人ひとを祭司さいしのもとに連つれて行いき、 3祭司さいしは宿営しゅくえいの外そとに出でて行いって、その人ひとを見み、もしらい病びょうの患部かんぶがいえているならば、 4祭司さいしは命めいじてその清きよめられる者もののために、生いきている清きよい小鳥ことり二羽わと、香柏こうはくの木きと、緋ひの糸いとと、ヒソプとを取とってこさせ、 5祭司さいしはまた命めいじて、その小鳥ことりの一羽わを、流ながれ水みずを盛もった土つちの器うつわの上うえで殺ころさせ、 6そして生いきている小鳥ことりを、香柏こうはくの木きと、緋ひの糸いとと、ヒソプと共ともに取とって、これをかの流ながれ水みずを盛もった土つちの器うつわの上うえで殺ころした小鳥ことりの血ちに、その生いきている小鳥ことりと共ともに浸ひたし、 7これをらい病びょうから清きよめられる者ものに七たび注そそいで、その人ひとを清きよい者ものとし、その生いきている小鳥ことりは野のに放はなたなければならない。 8清きよめられる者ものはその衣服いふくを洗あらい、毛けをことごとくそり落おとし、水みずに身みをすすいで清きよくなり、その後のち、宿営しゅくえいにはいることができる。ただし七日なぬかの間あいだはその天幕てんまくの外そとにいなければならない。 9そして七日なぬか目めに毛けをことごとくそらなければならい。頭あたまの毛けも、ひげも、まゆも、ことごとくそらなければならない。彼かれはその衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすいで清きよくなるであろう。
    


    
      10八日か目めにその人ひとは雄おすの小羊こひつじの全まったきもの二頭とうと、一歳さいの雌めすの小羊こひつじの全まったきもの一頭とうとを取とり、また麦粉むぎこ十分ぶんの三エパに油あぶらを混まぜた素祭そさいと、油あぶら一ログとを取とらなければならない。 11清きよめをなす祭司さいしは、清きよめられる人ひととこれらの物ものとを、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで主しゅの前まえに置おき、 12祭司さいしは、かの雄おすの小羊こひつじ一頭とうを取とって、これを一ログの油あぶらと共ともに愆祭けんさいとしてささげ、またこれを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとしなければならない。 13この雄おすの小羊こひつじは罪祭ざいさいおよび燔祭はんさいをほふる場所ばしょ、すなわち聖せいなる所ところで、これをほふらなければならない。愆祭けんさいは罪祭ざいさいと同おなじく、祭司さいしに帰きするものであって、いと聖せいなる物ものである。 14そして祭司さいしはその愆祭けんさいの血ちを取とり、これを清きよめられる者ものの右みぎの耳みみたぶと、右みぎの手ての親指おやゆびと、右みぎの足あしの親指おやゆびとにつけなければならない。 15祭司さいしはまた一ログの油あぶらを取とって、これを自分じぶんの左ひだりの手てのひらに注そそぎ、 16そして祭司さいしは右みぎの指ゆびを左ひだりの手てのひらにある油あぶらに浸ひたし、その指ゆびをもって、その油あぶらを七たび主しゅの前まえに注そそがなければならない。 17祭司さいしは手てのひらにある油あぶらの残のこりを、清きよめられる者ものの右みぎの耳みみたぶと、右みぎの手ての親指おやゆびと、右みぎの足あしの親指おやゆびとに、さきにつけた愆祭けんさいの血ちの上うえにつけなければならない。 18そして祭司さいしは手てのひらになお残のこっている油あぶらを、清きよめられる者ものの頭あたまにつけ、主しゅの前まえで、その人ひとのためにあがないをしなければならない。 19また祭司さいしは罪祭ざいさいをささげて、汚けがれのゆえに、清きよめられねばならぬ者もののためにあがないをし、その後のち、燔祭はんさいのものをほふらなければならない。 20そして祭司さいしは燔祭はんさいと素祭そさいとを祭壇さいだんの上うえにささげ、その人ひとのために、あがないをしなければならない。こうしてその人ひとは清きよくなるであろう。
    


    
      21その人ひとがもし貧まずしくて、それに手ての届とどかない時ときは、自分じぶんのあがないのために揺ゆり動うごかす愆祭けんさいとして、雄おすの小羊こひつじ一頭とうを取とり、また素祭そさいとして油あぶらを混まぜた麦粉むぎこ十分ぶんの一エパと、油あぶら一ログとを取とり、 22さらにその手ての届とどく山やまばと二羽わ、または家いえばとのひな二羽わを取とらなければならない。その一つは罪祭ざいさいのため、他たの一つは燔祭はんさいのためである。 23そして八日か目めに、その清きよめのために会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにおる祭司さいしのもと、主しゅの前まえにこれを携たずさえて行いかなければならない。 24祭司さいしはその愆祭けんさいの雄おすの小羊こひつじと、一ログの油あぶらとを取とり、これを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとしなければならない。 25そして祭司さいしは愆祭けんさいの雄おすの小羊こひつじをほふり、その愆祭けんさいの血ちを取とって、これを清きよめられる者ものの右みぎの耳みみたぶと、右みぎの手ての親指おやゆびと、右みぎの足あしの親指おやゆびとにつけなければならない。 26また祭司さいしはその油あぶらを自分じぶんの左ひだりの手てのひらに注そそぎ、 27祭司さいしはその右みぎの指ゆびをもって、左ひだりの手てのひらにある油あぶらを、七たび主しゅの前まえに注そそがなければならない。 28また祭司さいしはその手てのひらにある油あぶらを、清きよめられる者ものの右みぎの耳みみたぶと、右みぎの手ての親指おやゆびと、右みぎの足あしの親指おやゆびとに、すなわち、愆祭けんさいの血ちをつけたところにつけなければならない。 29また祭司さいしは手てのひらに残のこっている油あぶらを、清きよめられる者ものの頭あたまにつけ、主しゅの前まえで、その人ひとのために、あがないをしなければならない。 30その人ひとはその手ての届とどく山やまばと一羽わ、または家いえばとのひな一羽わをささげなければならない。 31すなわち、その手ての届とどくものの一つを罪祭ざいさいとし、他たの一つを燔祭はんさいとして素祭そさいと共ともにささげなければならない。こうして祭司さいしは清きよめられる者もののために、主しゅの前まえにあがないをするであろう。 32これはらい病びょうの患者かんじゃで、その清きよめに必要ひつようなものに、手ての届とどかない者もののためのおきてである」。
    


    
      33主しゅはまたモーセとアロンに言いわれた、 34「あなたがたに所有しょゆうとして与あたえるカナンの地ちに、あなたがたがはいる時とき、その所有しょゆうの地ちにおいて、家いえにわたしがらい病びょうの患部かんぶを生しょうじさせることがあれば、 35その家いえの持もち主ぬしはきて、祭司さいしに告つげ、『患部かんぶのようなものが、わたしの家いえにあります』と言いわなければならない。 36祭司さいしは命めいじて、祭司さいしがその患部かんぶを見みに行いく前まえに、その家いえをあけさせ、その家いえにあるすべての物ものが汚けがされないようにし、その後のち、祭司さいしは、はいってその家いえを見みなければならない。 37その患部かんぶを見みて、もしその患部かんぶが家いえの壁かべにあって、青あおまたは赤あかのくぼみをもち、それが壁かべよりも低ひくく見みえるならば、 38祭司さいしはその家いえを出でて、家いえの入口いりぐちにいたり、七日なぬかの間あいだその家いえを閉鎖へいさしなければならない。 39祭司さいしは七日なぬか目めに、またきてそれを見み、その患部かんぶがもし家いえの壁かべに広ひろがっているならば、 40祭司さいしは命めいじて、その患部かんぶのある石いしを取とり出だし、町まちの外そとの汚けがれた物ものを捨すてる場所ばしょに捨すてさせ、 41またその家いえの内側うちがわのまわりを削けずらせ、その削けずったしっくいを町まちの外そとの汚けがれた物ものを捨すてる場所ばしょに捨すてさせ、 42ほかの石いしを取とって、元もとの石いしのところに入いれさせ、またほかのしっくいを取とって、家いえを塗ぬらせなければならない。
    


    
      43このように石いしを取とり出だし、家いえを削けずり、塗ぬりかえた後のちに、その患部かんぶがもし再ふたたび家いえに出でるならば、 44祭司さいしはまたきて見みなければならない。患部かんぶがもし家いえに広ひろがっているならば、これは家いえにある悪性あくせいのらい病びょうであって、これは汚けがれた物ものである。 45その家いえは、こぼち、その石いし、その木き、その家いえのしっくいは、ことごとく町まちの外そとの汚けがれた物ものを捨すてる場所ばしょに運はこび出ださなければならない。 46その家いえが閉鎖へいさされている日ひの間あいだに、これにはいる者ものは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 47その家いえに寝ねる者ものはその衣服いふくを洗あらわなければならない。その家いえで食しょくする者ものも、その衣服いふくを洗あらわなければならない。
    


    
      48しかし、祭司さいしがはいって見みて、もし家いえを塗ぬりかえた後のちに、その患部かんぶが家いえに広ひろがっていなければ、これはその患部かんぶがいえたのであるから、祭司さいしはその家いえを清きよいものとしなければならない。 49また彼かれはその家いえを清きよめるために、小鳥ことり二羽わと、香柏こうはくの木きと、緋ひの糸いとと、ヒソプとを取とり、 50その小鳥ことりの一羽わを流ながれ水みずを盛もった土つちの器うつわの上うえで殺ころし、 51香柏こうはくの木きと、ヒソプと、緋ひの糸いとと、生いきている小鳥ことりとを取とって、その殺ころした小鳥ことりの血ちと流ながれ水みずに浸ひたし、これを七たび家いえに注そそがなければならない。 52こうして祭司さいしは小鳥ことりの血ちと流ながれ水みずと、生いきている小鳥ことりと、香柏こうはくの木きと、ヒソプと、緋ひの糸いととをもって家いえを清きよめ、 53その生いきている小鳥ことりは町まちの外そとの野のに放はなして、その家いえのために、あがないをしなければならない。こうして、それは清きよくなるであろう」。
    


    
      54これはらい病びょうのすべての患部かんぶ、かいせん、 55および衣服いふくと家いえのらい病びょう、 56ならびに腫しゅと、吹出物ふきでものと、光ひかる所ところとに関かんするおきてであって、 57いつそれが汚けがれているか、いつそれが清きよいかを教おしえるものである。これがらい病びょうに関かんするおきてである。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1主しゅはまた、モーセとアロンに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『だれでもその肉にくに流出りゅうしゅつがあれば、その流出りゅうしゅつは汚けがれである。 3その流出りゅうしゅつによる汚けがれは次つぎのとおりである。すなわち、その肉にくの流出りゅうしゅつが続つづいていても、あるいは、その肉にくの流出りゅうしゅつが止とまっていても、共ともに汚けがれである。 4流出りゅうしゅつある者ものの寝ねた床とこはすべて汚けがれる。またその人ひとのすわった物ものはすべて汚けがれるであろう。 5その床とこに触ふれる者ものは、その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 6流出りゅうしゅつある者もののすわった物ものの上うえにすわる者ものは、その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 7流出りゅうしゅつある者ものの肉にくに触ふれる者ものは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 8流出りゅうしゅつある者もののつばきが、清きよい者ものにかかったならば、その人ひとは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 9流出りゅうしゅつある者ものの乗のった鞍くらはすべて汚けがれる。 10また彼かれの下したになった物ものに触ふれる者ものは、すべて夕ゆうまで汚けがれるであろう。またそれらの物ものを運はこぶ者ものは、その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 11流出りゅうしゅつある者ものが、水みずで手てを洗あらわずに人ひとに触ふれるならば、その人ひとは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 12流出りゅうしゅつある者ものが触ふれた土つちの器うつわは砕くだかなければならない。木きの器うつわはすべて水みずで洗あらわなければならない。
    


    
      13流出りゅうしゅつある者ものの流出りゅうしゅつがやんで清きよくなるならば、清きよめのために七日なぬかを数かぞえ、その衣服いふくを洗あらい、流ながれ水みずに身みをすすがなければならない。そうして清きよくなるであろう。 14八日か目めに、山やまばと二羽わ、または家いえばとのひな二羽わを取とって、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに行いき、主しゅの前まえに出でて、それを祭司さいしに渡わたさなければならない。 15祭司さいしはその一つを罪祭ざいさいとし、他たの一つを燔祭はんさいとしてささげなければならない。こうして祭司さいしはその人ひとのため、その流出りゅうしゅつのために主しゅの前まえに、あがないをするであろう。
    


    
      16人ひとがもし精せいを漏もらすことがあれば、その全身ぜんしんを水みずにすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 17すべて精せいのついた衣服いふくおよび皮かわで作つくった物ものは水みずで洗あらわなければならない。これは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 18男おとこがもし女おんなと寝ねて精せいを漏もらすことがあれば、彼かれらは共ともに水みずに身みをすすがなければならない。彼かれらは夕ゆうまで汚けがれるであろう。
    


    
      19また女おんなに流出りゅうしゅつがあって、その身みの流出りゅうしゅつがもし血ちであるならば、その女おんなは七日なぬかのあいだ不浄ふじょうである。すべてその女おんなに触ふれる者ものは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 20その不浄ふじょうの間あいだに、その女おんなの寝ねた物ものはすべて汚けがれる。またその女おんなのすわった物ものも、すべて汚けがれるであろう。 21すべてその女おんなの床とこに触ふれる者ものは、その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 22すべてその女おんなのすわった物ものに触ふれる者ものは皆みなその衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 23またその女おんなが床とこの上うえ、またはすわる物ものの上うえにおる時とき、それに触ふれるならば、その人ひとは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 24男おとこがもし、その女おんなと寝ねて、その不浄ふじょうを身みにうけるならば、彼かれは七日なぬかのあいだ汚けがれるであろう。また彼かれの寝ねた床とこはすべて汚けがれるであろう。
    


    
      25女おんなにもし、その不浄ふじょうの時ときのほかに、多おおくの日ひにわたって血ちの流出りゅうしゅつがあるか、あるいはその不浄ふじょうの時ときを越こして流出りゅうしゅつがあれば、その汚けがれの流出りゅうしゅつの日ひの間あいだは、すべてその不浄ふじょうの時ときと同おなじように、その女おんなは汚けがれた者ものである。 26その流出りゅうしゅつの日ひの間あいだに、その女おんなの寝ねた床とこは、すべてその女おんなの不浄ふじょうの時ときの床とこと同おなじようになる。すべてその女おんなのすわった物ものは、不浄ふじょうの汚けがれのように汚けがれるであろう。 27すべてこれらの物ものに触ふれる人ひとは汚けがれる。その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれるであろう。 28しかし、その女おんなの流出りゅうしゅつがやんで、清きよくなるならば、自分じぶんのために、なお七日なぬかを数かぞえなければならない。そして後のち、清きよくなるであろう。 29その女おんなは八日か目めに山やまばと二羽わ、または家いえばとのひな二羽わを自分じぶんのために取とり、それを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにおる祭司さいしのもとに携たずさえて行いかなければならない。 30祭司さいしはその一つを罪祭ざいさいとし、他たの一つを燔祭はんさいとしてささげなければならない。こうして祭司さいしはその女おんなのため、その汚けがれの流出りゅうしゅつのために主しゅの前まえに、あがないをするであろう。
    


    
      31このようにしてあなたがたは、イスラエルの人々ひとびとを汚けがれから離はなさなければならない。これは彼かれらのうちにあるわたしの幕屋まくやを彼かれらが汚けがし、その汚けがれのために死しぬことのないためである』」。
    


    
      32これは流出りゅうしゅつある者もの、精せいを漏もらして汚けがれる者もの、 33不浄ふじょうをわずらう女おんな、ならびに男おとこあるいは女おんなの流出りゅうしゅつある者もの、および不浄ふじょうの女おんなと寝ねる者ものに関かんするおきてである。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1アロンのふたりの子こが、主しゅの前まえに近ちかづいて死しんだ後のち、 2主しゅはモーセに言いわれた、「あなたの兄弟きょうだいアロンに告つげて、彼かれが時ときをわかたず、垂幕たれまくの内うちなる聖所せいじょに入いり、箱はこの上うえなる贖罪所しょくざいしょの前まえに行いかぬようにさせなさい。彼かれが死しを免まぬかれるためである。なぜなら、わたしは雲くもの中なかにあって贖罪所しょくざいしょの上うえに現あらわれるからである。 3アロンが聖所せいじょに、はいるには、次つぎのようにしなければならない。すなわち雄おすの子こ牛うしを罪祭ざいさいのために取とり、雄羊おひつじを燔祭はんさいのために取とり、 4聖せいなる亜麻あま布ぬのの服ふくを着き、亜麻あま布ぬののももひきをその身みにまとい、亜麻あま布ぬのの帯おびをしめ、亜麻あま布ぬのの帽子ぼうしをかぶらなければならない。これらは聖せいなる衣服いふくである。彼かれは水みずに身みをすすいで、これを着きなければならない。 5またイスラエルの人々ひとびとの会衆かいしゅうから雄おやぎ二頭とうを罪祭ざいさいのために取とり、雄羊おひつじ一頭とうを燔祭はんさいのために取とらなければならない。
    


    
      6そしてアロンは自分じぶんのための罪祭ざいさいの雄牛おうしをささげて、自分じぶんと自分じぶんの家族かぞくのために、あがないをしなければならない。 7アロンはまた二頭とうのやぎを取とり、それを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで主しゅの前まえに立たたせ、 8その二頭とうのやぎのために、くじを引ひかなければならない。すなわち一つのくじは主しゅのため、一つのくじはアザゼルのためである。 9そしてアロンは主しゅのためのくじに当あたったやぎをささげて、これを罪祭ざいさいとしなければならない。 10しかし、アザゼルのためのくじに当あたったやぎは、主しゅの前まえに生いかしておき、これをもって、あがないをなし、これをアザゼルのために、荒野あらのに送おくらなければならない。
    


    
      11すなわち、アロンは自分じぶんのための罪祭ざいさいの雄牛おうしをささげて、自分じぶんと自分じぶんの家族かぞくのために、あがないをしなければならない。彼かれは自分じぶんのための罪祭ざいさいの雄牛おうしをほふり、 12主しゅの前まえの祭壇さいだんから炭火すみびを満みたした香炉こうろと、細こまかくひいた香こうばしい薫香くんこうを両りょう手ていっぱい取とって、これを垂幕たれまくの内うちに携たずさえ入いり、 13主しゅの前まえで薫香くんこうをその火ひにくべ、薫香くんこうの雲くもに、あかしの箱はこの上うえなる贖罪所しょくざいしょをおおわせなければならない。こうして、彼かれは死しを免まぬかれるであろう。 14彼かれはまたその雄牛おうしの血ちを取とり、指ゆびをもってこれを贖罪所しょくざいしょの東ひがしの面めんに注そそぎ、また指ゆびをもってその血ちを贖罪所しょくざいしょの前まえに、七たび注そそがなければならない。
    


    
      15また民たみのための罪祭ざいさいのやぎをほふり、その血ちを垂幕たれまくの内うちに携たずさえ入いり、その血ちをかの雄牛おうしの血ちのように、贖罪所しょくざいしょの上うえと、贖罪所しょくざいしょの前まえに注そそぎ、 16イスラエルの人々ひとびとの汚けがれと、そのとが、すなわち、彼かれらのもろもろの罪つみのゆえに、聖所せいじょのためにあがないをしなければならない。また彼かれらの汚けがれのうちに、彼かれらと共ともにある会見かいけんの幕屋まくやのためにも、そのようにしなければならない。 17彼かれが聖所せいじょであがないをするために、はいった時ときは、自分じぶんと自分じぶんの家族かぞくと、イスラエルの全ぜん会衆かいしゅうとのために、あがないをなし終おえて出でるまで、だれも会見かいけんの幕屋まくやの内うちにいてはならない。 18そして彼かれは主しゅの前まえの祭壇さいだんのもとに出でてきて、これがために、あがないをしなければならない、すなわち、かの雄牛おうしの血ちと、やぎの血ちとを取とって祭壇さいだんの四すみの角つのにつけ、 19また指ゆびをもって七たびその血ちをその上うえに注そそぎ、イスラエルの人々ひとびとの汚けがれを除のぞいてこれを清きよくし、聖別せいべつしなければならない。
    


    
      20こうして聖所せいじょと会見かいけんの幕屋まくやと祭壇さいだんとのために、あがないをなし終おえたとき、かの生いきているやぎを引ひいてこなければならない。 21そしてアロンは、その生いきているやぎの頭あたまに両手りょうてをおき、イスラエルの人々ひとびとのもろもろの悪あくと、もろもろのとが、すなわち、彼かれらのもろもろの罪つみをその上うえに告白こくはくして、これをやぎの頭あたまにのせ、定さだめておいた人ひとの手てによって、これを荒野あらのに送おくらなければならない。 22こうしてやぎは彼かれらのもろもろの悪あくをになって、人里ひとざと離はなれた地ちに行いくであろう。すなわち、そのやぎを荒野あらのに送おくらなければならない。
    


    
      23そして、アロンは会見かいけんの幕屋まくやに入いり、聖所せいじょに入いる時ときに着きた亜麻あま布ぬのの衣服いふくを脱ぬいで、そこに置おき、 24聖せいなる所ところで水みずに身みをすすぎ、他たの衣服いふくを着き、出でてきて、自分じぶんの燔祭はんさいと民たみの燔祭はんさいとをささげて、自分じぶんのため、また民たみのために、あがないをしなければならない。 25また罪祭ざいさいの脂肪しぼうを祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。 26かのやぎをアザゼルに送おくった者ものは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。その後のち、宿営しゅくえいに入いることができる。 27聖所せいじょで、あがないをするために、その血ちを携たずさえ入いれられた罪祭ざいさいの雄牛おうしと、罪祭ざいさいのやぎとは、宿営しゅくえいの外そとに携たずさえ出だし、その皮かわと肉にくと汚物おぶつとは、火ひで焼やき捨すてなければならない。 28これを焼やく者ものは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。その後のち、宿営しゅくえいに入いることができる。
    


    
      29これはあなたがたが永久えいきゅうに守まもるべき定さだめである。すなわち、七月がつになって、その月つきの十日かに、あなたがたは身みを悩なやまし、何なにの仕事しごともしてはならない。この国くにに生うまれた者ものも、あなたがたのうちに宿やどっている寄留者きりゅうしゃも、そうしなければならない。 30この日ひにあなたがたのため、あなたがたを清きよめるために、あがないがなされ、あなたがたは主しゅの前まえに、もろもろの罪つみが清きよめられるからである。 31これはあなたがたの全まったき休やすみの安息日あんそくにちであって、あなたがたは身みを悩なやまさなければならない。これは永久えいきゅうに守まもるべき定さだめである。 32油あぶらを注そそがれ、父ちちに代かわって祭司さいしの職しょくに任にんじられる祭司さいしは、亜麻あま布ぬのの衣服いふく、すなわち、聖せいなる衣服いふくを着きて、あがないをしなければならない。 33彼かれは至聖所しせいじょのために、あがないをなし、また会見かいけんの幕屋まくやのためと、祭壇さいだんのために、あがないをなし、また祭司さいしたちのためと、民たみの全ぜん会衆かいしゅうのために、あがないをしなければならない。 34これはあなたがたの永久えいきゅうに守まもるべき定さだめであって、イスラエルの人々ひとびとのもろもろの罪つみのために、年ねんに一度どあがないをするものである」。
    


    
      彼かれは主しゅがモーセに命めいじられたとおりにおこなった。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「アロンとその子こたち、およびイスラエルのすべての人々ひとびとに言いいなさい、『主しゅが命めいじられることはこれである。すなわち 3イスラエルの家いえのだれでも、牛うし、羊ひつじあるいは、やぎを宿営しゅくえいの内うちでほふり、または宿営しゅくえいの外そとでほふり、 4それを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに携たずさえてきて主しゅの幕屋まくやの前まえで、供そなえ物ものとして主しゅにささげないならば、その人ひとは血ちを流ながした者ものとみなされる。彼かれは血ちを流ながしたゆえ、その民たみのうちから断たたれるであろう。 5これはイスラエルの人々ひとびとに、彼かれらが野ののおもてでほふるのを常つねとしていた犠牲ぎせいを主しゅのもとにひいてこさせ、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにおる祭司さいしのもとにきて、これを主しゅにささげる酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいとしてほふらせるためである。 6祭司さいしはその血ちを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにある主しゅの祭壇さいだんに注そそぎかけ、またその脂肪しぼうを焼やいて香こうばしいかおりとし、主しゅにささげなければならない。 7彼かれらが慕したって姦淫かんいんをおこなったみだらな神かみに、再ふたたび犠牲ぎせいをささげてはならない。これは彼かれらが代々よよながく守まもるべき定さだめである』。
    


    
      8あなたはまた彼かれらに言いいなさい、『イスラエルの家いえの者もの、またはあなたがたのうちに宿やどる寄留者きりゅうしゃのだれでも、燔祭はんさいあるいは犠牲ぎせいをささげるのに、 9これを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに携たずさえてきて、主しゅにささげないならば、その人ひとは、その民たみのうちから断たたれるであろう。
    


    
      10イスラエルの家いえの者もの、またはあなたがたのうちに宿やどる寄留者きりゅうしゃのだれでも、血ちを食たべるならば、わたしはその血ちを食たべる人ひとに敵てきして、わたしの顔かおを向むけ、これをその民たみのうちから断たつであろう。 11肉にくの命いのちは血ちにあるからである。あなたがたの魂たましいのために祭壇さいだんの上うえで、あがないをするため、わたしはこれをあなたがたに与あたえた。血ちは命いのちであるゆえに、あがなうことができるからである。 12このゆえに、わたしはイスラエルの人々ひとびとに言いった。あなたがたのうち、だれも血ちを食たべてはならない。またあなたがたのうちに宿やどる寄留者きりゅうしゃも血ちを食たべてはならない。 13イスラエルの人々ひとびとのうち、またあなたがたのうちに宿やどる寄留者きりゅうしゃのうち、だれでも、食たべてもよい獣けものあるいは鳥とりを狩かり獲えた者ものは、その血ちを注そそぎ出だし、土つちでこれをおおわなければならない。
    


    
      14すべて肉にくの命いのちは、その血ちと一つだからである。それで、わたしはイスラエルの人々ひとびとに言いった。あなたがたは、どんな肉にくの血ちも食たべてはならない。すべて肉にくの命いのちはその血ちだからである。すべて血ちを食たべる者ものは断たたれるであろう。 15自然しぜんに死しんだもの、または裂さき殺ころされたものを食たべる人ひとは、国くにに生うまれた者ものであれ、寄留者きりゅうしゃであれ、その衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれは夕ゆうまで汚けがれているが、その後のち、清きよくなるであろう。 16もし、洗あらわず、また身みをすすがないならば、彼かれはその罪つみを負おわなければならない』」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。 3あなたがたの住すんでいたエジプトの国くにの習慣しゅうかんを見習みならってはならない。またわたしがあなたがたを導みちびき入いれるカナンの国くにの習慣しゅうかんを見習みならってはならない。また彼かれらの定さだめに歩あゆんではならない。 4わたしのおきてを行おこない、わたしの定さだめを守まもり、それに歩あゆまなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。 5あなたがたはわたしの定さだめとわたしのおきてを守まもらなければならない。もし人ひとが、これを行おこなうならば、これによって生いきるであろう。わたしは主しゅである。
    


    
      6あなたがたは、だれも、その肉親にくしんの者ものに近ちかづいて、これを犯おかしてはならない。わたしは主しゅである。 7あなたの母ははを犯おかしてはならない。それはあなたの父ちちをはずかしめることだからである。彼女かのじょはあなたの母ははであるから、これを犯おかしてはならない。 8あなたの父ちちの妻つまを犯おかしてはならない。それはあなたの父ちちをはずかしめることだからである。 9あなたの姉妹しまい、すなわちあなたの父ちちの娘むすめにせよ、母ははの娘むすめにせよ、家いえに生うまれたのと、よそに生うまれたのとを問とわず、これを犯おかしてはならない。 10あなたのむすこの娘むすめ、あるいは、あなたの娘むすめの娘むすめを犯おかしてはならない。それはあなた自身じしんをはずかしめることだからである。 11あなたの父ちちの妻つまがあなたの父ちちによって産うんだ娘むすめは、あなたの姉妹しまいであるから、これを犯おかしてはならない。 12あなたの父ちちの姉妹しまいを犯おかしてはならない。彼女かのじょはあなたの父ちちの肉親にくしんだからである。 13またあなたの母ははの姉妹しまいを犯おかしてはならない。彼女かのじょはあなたの母ははの肉親にくしんだからである。 14あなたの父ちちの兄弟きょうだいの妻つまを犯おかし、父ちちの兄弟きょうだいをはずかしめてはならない。彼女かのじょはあなたのおばだからである。 15あなたの嫁よめを犯おかしてはならない。彼女かのじょはあなたのむすこの妻つまであるから、これを犯おかしてはならない。 16あなたの兄弟きょうだいの妻つまを犯おかしてはならない。それはあなたの兄弟きょうだいをはずかしめることだからである。 17あなたは女おんなとその娘むすめとを一緒いっしょに犯おかしてはならない。またその女おんなのむすこの娘むすめ、またはその娘むすめの娘むすめを取とって、これを犯おかしてはならない。彼かれらはあなたの肉親にくしんであるから、これは悪事あくじである。 18あなたは妻つまのなお生いきているうちにその姉妹しまいを取とって、同おなじく妻つまとなし、これを犯おかしてはならない。
    


    
      19あなたは月つきのさわりの不浄ふじょうにある女おんなに近ちかづいて、これを犯おかしてはならない。 20隣となりの妻つまと交まじわり、彼女かのじょによって身みを汚けがしてはならない。 21あなたの子こどもをモレクにささげてはならない。またあなたの神かみの名なを汚けがしてはならない。わたしは主しゅである。 22あなたは女おんなと寝ねるように男おとこと寝ねてはならない。これは憎にくむべきことである。 23あなたは獣けものと交まじわり、これによって身みを汚けがしてはならない。また女おんなも獣けものの前まえに立たって、これと交まじわってはならない。これは道みちにはずれたことである。
    


    
      24あなたがたはこれらのもろもろの事ことによって身みを汚けがしてはならない。わたしがあなたがたの前まえから追おい払はらう国々くにぐにの人ひとは、これらのもろもろの事ことによって汚けがれ、 25その地ちもまた汚けがれている。ゆえに、わたしはその悪あくのためにこれを罰ばっし、その地ちもまたその住民じゅうみんを吐はき出だすのである。 26ゆえに、あなたがたはわたしの定さだめとわたしのおきてを守まもり、これらのもろもろの憎にくむべき事ことの一つでも行おこなってはならない。国くにに生うまれた者ものも、あなたがたのうちに宿やどっている寄留者きりゅうしゃもそうである。 27あなたがたの先さきにいたこの地ちの人々ひとびとは、これらのもろもろの憎にくむべき事ことを行おこなったので、その地ちも汚けがれたからである。 28これは、あなたがたがこの地ちを汚けがして、この地ちがあなたがたの先さきにいた民たみを吐はき出だしたように、あなたがたをも吐はき出だすことのないためである。 29これらのもろもろの憎にくむべき事ことの一つでも行おこなう者ものがあれば、これを行おこなう人ひとは、だれでもその民たみのうちから断たたれるであろう。 30それゆえに、あなたがたはわたしの言いいつけを守まもり、先さきに行おこなわれたこれらの憎にくむべき風習ふうしゅうの一つをも行おこなってはならない。またこれによって身みを汚けがしてはならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである』」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうに言いいなさい、『あなたがたの神かみ、主しゅなるわたしは、聖せいであるから、あなたがたも聖せいでなければならない。 3あなたがたは、おのおのその母ははとその父ちちとをおそれなければならない。またわたしの安息日あんそくにちを守まもらなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。 4むなしい神々かみがみに心こころを寄よせてはならない。また自分じぶんのために神々かみがみを鋳いて造つくってはならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      5酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいを主しゅにささげるときは、あなたがたが受うけ入いれられるように、それをささげなければならない。 6それは、ささげた日ひと、その翌日よくじつとに食たべ、三日か目めまで残のこったものは、それを火ひで焼やかなければならない。 7もし三日か目めに、少すこしでも食たべるならば、それは忌いむべきものとなって、あなたは受うけ入いれられないであろう。 8それを食たべる者ものは、主しゅの聖せいなる物ものを汚けがすので、そのとがを負おわなければならない。その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう。
    


    
      9あなたがたの地ちの実みのりを刈かり入いれるときは、畑はたけのすみずみまで刈かりつくしてはならない。またあなたの刈入かりいれの落おち穂ぼを拾ひろってはならない。 10あなたのぶどう畑はたけの実みを取とりつくしてはならない。またあなたのぶどう畑はたけに落おちた実みを拾ひろってはならない。貧まずしい者ものと寄留者きりゅうしゃとのために、これを残のこしておかなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      11あなたがたは盗ぬすんではならない。欺あざむいてはならない。互たがいに偽いつわってはならない。 12わたしの名なにより偽いつわり誓ちかって、あなたがたの神かみの名なを汚けがしてはならない。わたしは主しゅである。
    


    
      13あなたの隣人りんじんをしえたげてはならない。また、かすめてはならない。日ひ雇人やといにんの賃銀ちんぎんを明あくる朝あさまで、あなたのもとにとどめておいてはならない。 14耳みみしいを、のろってはならない。目めしいの前まえにつまずく物ものを置おいてはならない。あなたの神かみを恐おそれなければならない。わたしは主しゅである。
    


    
      15さばきをするとき、不正ふせいを行おこなってはならない。貧まずしい者ものを片かたよってかばい、力ちからある者ものを曲まげて助たすけてはならない。ただ正義せいぎをもって隣人りんじんをさばかなければならない。 16民たみのうちを行いき巡めぐって、人ひとの悪口わるぐちを言いいふらしてはならない。あなたの隣人りんじんの血ちにかかわる偽証ぎしょうをしてはならない。わたしは主しゅである。
    


    
      17あなたは心こころに兄弟きょうだいを憎にくんではならない。あなたの隣人りんじんをねんごろにいさめて、彼かれのゆえに罪つみを身みに負おってはならない。 18あなたはあだを返かえしてはならない。あなたの民たみの人々ひとびとに恨うらみをいだいてはならない。あなた自身じしんのようにあなたの隣人りんじんを愛あいさなければならない。わたしは主しゅである。
    


    
      19あなたがたはわたしの定さだめを守まもらなければならない。あなたの家畜かちくに異ことなった種たねをかけてはならない。あなたの畑はたけに二種しゅの種たねをまいてはならない。二種しゅの糸いとの混まぜ織おりの衣服いふくを身みにつけてはならない。
    


    
      20だれでも、人ひとと婚約こんやくのある女おんな奴隷どれいで、まだあがなわれず、自由じゆうを与あたえられていない者ものと寝ねて交まじわったならば、彼かれらふたりは罰ばつを受うける。しかし、殺ころされることはない。彼女かのじょは自由じゆうの女おんなではないからである。 21しかし、その男おとこは愆祭けんさいを主しゅに携たずさえてこなければならない。すなわち、愆祭けんさいの雄羊おひつじを、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに連つれてこなければならない。 22そして、祭司さいしは彼かれの犯おかした罪つみのためにその愆祭けんさいの雄羊おひつじをもって、主しゅの前まえに彼かれのために、あがないをするであろう。こうして彼かれの犯おかした罪つみはゆるされるであろう。
    


    
      23あなたがたが、かの地ちにはいって、もろもろのくだものの木きを植うえるときは、その実みはまだ割礼かつれいをうけないものと、見みなさなければならない。すなわち、それは三年ねんの間あいだあなたがたには、割礼かつれいのないものであって、食たべてはならない。 24四年ねん目めには、そのすべての実みを聖せいなる物ものとし、それをさんびの供そなえ物ものとして主しゅにささげなければならない。 25しかし五年ねん目めには、あなたがたはその実みを食たべることができるであろう。こうするならば、それはあなたがたのために、多おおくの実みを結むすぶであろう。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      26あなたがたは何なにをも血ちのままで食たべてはならない。また占うらないをしてはならない。魔法まほうを行おこなってはならない。 27あなたがたのびんの毛けを切きってはならない。ひげの両端りょうたんをそこなってはならない。 28死人しにんのために身みを傷きずつけてはならない。また身みに入墨いれずみをしてはならない。わたしは主しゅである。
    


    
      29あなたの娘むすめに遊女ゆうじょのわざをさせて、これを汚けがしてはならない。これはみだらな事ことが国くにに行おこなわれ、悪事あくじが地ちに満みちないためである。 30あなたがたはわたしの安息日あんそくにちを守まもり、わたしの聖所せいじょを敬うやまわなければならない。わたしは主しゅである。
    


    
      31あなたがたは口寄くちよせ、または占うらない師しのもとにおもむいてはならない。彼かれらに問とうて汚けがされてはならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      32あなたは白髪はくはつの人ひとの前まえでは、起立きりつしなければならない。また老人ろうじんを敬うやまい、あなたの神かみを恐おそれなければならない。わたしは主しゅである。
    


    
      33もし他国たこく人じんがあなたがたの国くにに寄留きりゅうして共ともにいるならば、これをしえたげてはならない。 34あなたがたと共ともにいる寄留きりゅうの他国たこく人じんを、あなたがたと同おなじ国くにに生うまれた者もののようにし、あなた自身じしんのようにこれを愛あいさなければならない。あなたがたもかつてエジプトの国くにで他国たこく人じんであったからである。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      35あなたがたは、さばきにおいても、物差ものさしにおいても、はかりにおいても、ますにおいても、不正ふせいを行おこなってはならない。 36あなたがたは正ただしいてんびん、正ただしいおもり石いし、正ただしいエパ、正ただしいヒンを使つかわなければならない。わたしは、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だしたあなたがたの神かみ、主しゅである。 37あなたがたはわたしのすべての定さだめと、わたしのすべてのおきてを守まもって、これを行おこなわなければならない。わたしは主しゅである』」。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『イスラエルの人々ひとびとのうち、またイスラエルのうちに寄留きりゅうする他国たこく人じんのうち、だれでもその子こ供ともをモレクにささげる者ものは、必かならず殺ころされなければならない。すなわち、国くにの民たみは彼かれを石いしで撃うたなければならない。 3わたしは顔かおをその人ひとに向むけ、彼かれを民たみのうちから断たつであろう。彼かれがその子こ供ともをモレクにささげてわたしの聖所せいじょを汚けがし、またわたしの聖せいなる名なを汚けがしたからである。 4その人ひとが子供こどもをモレクにささげるとき、国くにの民たみがもしことさらに、この事ことに目めをおおい、これを殺ころさないならば、 5わたし自身じしん、顔かおをその人ひととその家族かぞくとに向むけ、彼かれおよび彼かれに見みならってモレクを慕したい、これと姦淫かんいんする者ものを、すべて民たみのうちから断たつであろう。
    


    
      6もし口寄くちよせ、または占うらない師しのもとにおもむき、彼かれらを慕したって姦淫かんいんする者ものがあれば、わたしは顔かおをその人ひとに向むけ、これを民たみのうちから断たつであろう。 7ゆえにあなたがたは、みずからを聖別せいべつし、聖せいなる者ものとならなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。 8あなたがたはわたしの定さだめを守まもって、これを行おこなわなければならない。わたしはあなたがたを聖別せいべつする主しゅである。 9だれでも父ちちまたは母ははをのろう者ものは、必かならず殺ころされなければならない。彼かれが父ちちまたは母ははをのろったので、その血ちは彼かれに帰きするであろう。
    


    
      10人ひとの妻つまと姦淫かんいんする者もの、すなわち隣人りんじんの妻つまと姦淫かんいんする者ものがあれば、その姦夫かんぷ、姦婦かんぷは共ともに必かならず殺ころされなければならない。 11その父ちちの妻つまと寝ねる者ものは、その父ちちをはずかしめる者ものである。彼かれらはふたりとも必かならず殺ころされなければならない。その血ちは彼かれらに帰きするであろう。 12子この妻つまと寝ねる者ものは、ふたり共ともに必かならず殺ころされなければならない。彼かれらは道みちならぬことをしたので、その血ちは彼かれらに帰きするであろう。 13女おんなと寝ねるように男おとこと寝ねる者ものは、ふたりとも憎にくむべき事ことをしたので、必かならず殺ころされなければならない。その血ちは彼かれらに帰きするであろう。 14女おんなをその母ははと一緒いっしょにめとるならば、これは悪事あくじであって、彼かれも、女おんなたちも火ひに焼やかれなければならない。このような悪事あくじをあなたがたのうちになくするためである。 15男おとこがもし、獣けものと寝ねるならば彼かれは必かならず殺ころされなければならない。あなたがたはまた、その獣けものを殺ころさなければならない。 16女おんながもし、獣けものに近ちかづいて、これと寝ねるならば、あなたは、その女おんなと獣けものとを殺ころさなければならない。彼かれらは必かならず殺ころさるべきである。その血ちは彼かれらに帰きするであろう。
    


    
      17人ひとがもし、その姉妹しまい、すなわち父ちちの娘むすめ、あるいは母ははの娘むすめに近ちかづいて、その姉妹しまいのはだを見み、女おんなはその兄弟きょうだいのはだを見みるならば、これは恥はずべき事ことである。彼かれらは、その民たみの人々ひとびとの目めの前まえで、断たたれなければならない。彼かれは、その姉妹しまいを犯おかしたのであるから、その罪つみを負おわなければならない。 18人ひとがもし、月つきのさわりのある女おんなと寝ねて、そのはだを現あらわすならば、男おとこは女おんなの源みなもとを現あらわし、女おんなは自分じぶんの血ちの源みなもとを現あらわしたのであるから、ふたり共ともにその民たみのうちから断たたれなければならない。 19あなたの母ははの姉妹しまい、またはあなたの父ちちの姉妹しまいを犯おかしてはならない。これは、自分じぶんの肉親にくしんの者ものを犯おかすことであるから、彼かれらはその罪つみを負おわなければならない。 20人ひとがもし、そのおばと寝ねるならば、これはおじをはずかしめることであるから、彼かれらはその罪つみを負おい、子こなくして死しぬであろう。 21人ひとがもし、その兄弟きょうだいの妻つまを取とるならば、これは汚けがらわしいことである。彼かれはその兄弟きょうだいをはずかしめたのであるから、彼かれらは子こなき者ものとなるであろう。
    


    
      22あなたがたはわたしの定さだめとおきてとをことごとく守まもって、これを行おこなわなければならない。そうすれば、わたしがあなたがたを住すまわせようと導みちびいて行いく地ちは、あなたがたを吐はき出ださぬであろう。 23あなたがたの前まえからわたしが追おい払はらう国くにびとの風習ふうしゅうに、あなたがたは歩あゆんではならない。彼かれらは、このもろもろのことをしたから、わたしは彼かれらを憎にくむのである。 24わたしはあなたがたに言いった、「あなたがたは、彼かれらの地ちを獲えるであろう。わたしはこれをあなたがたに与あたえて、これを獲えさせるであろう。これは乳ちちと蜜みつとの流ながれる地ちである」。わたしはあなたがたを他たの民たみから区別くべつしたあなたがたの神かみ、主しゅである。 25あなたがたは清きよい獣けものと汚けがれた獣けもの、汚けがれた鳥とりと清きよい鳥とりを区別くべつしなければならない。わたしがあなたがたのために汚けがれたものとして区別くべつした獣けもの、または鳥とりまたはすべて地ちを這はうものによって、あなたがたの身みを忌いむべきものとしてはならない。 26あなたがたはわたしに対たいして聖せいなる者ものでなければならない。主しゅなるわたしは聖せいなる者もので、あなたがたをわたしのものにしようと、他たの民たみから区別くべつしたからである。
    


    
      27男おとこまたは女おんなで、口寄くちよせ、または占うらないをする者ものは、必かならず殺ころされなければならない。すなわち、石いしで撃うち殺ころさなければならない。その血ちは彼かれらに帰きするであろう』」。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、「アロンの子こなる祭司さいしたちに告つげて言いいなさい、『民たみのうちの死人しにんのために、身みを汚けがす者ものがあってはならない。 2ただし、近親きんしんの者もの、すなわち、父ちち、母はは、むすこ、娘むすめ、兄弟きょうだいのため、 3また彼かれの近親きんしんで、まだ夫おっとのない処女しょじょなる姉妹しまいのためには、その身みを汚けがしてもよい。 4しかし、夫おっとにとついだ姉妹しまいのためには、身みを汚けがしてはならない。 5彼かれらは頭あたまの頂いただきをそってはならない。ひげの両端りょうたんをそり落おとしてはならない。また身みに傷きずをつけてはならない。 6彼かれらは神かみに対たいして聖せいでなければならない。また神かみの名なを汚けがしてはならない。彼かれらは主しゅの火祭かさい、すなわち、神かみの食物しょくもつをささげる者ものであるから、聖せいでなければならない。 7彼かれらは遊女ゆうじょや汚けがれた女おんなをめとってはならない。また夫おっとに出だされた女おんなをめとってはならない。祭司さいしは神かみに対たいして聖せいなる者ものだからである。 8あなたは彼かれを聖せいとしなければならない。彼かれはあなたの神かみの食物しょくもつをささげる者ものだからである。彼かれはあなたにとって聖せいなる者ものでなければならない。あなたがたを聖せいとする主しゅ、すなわち、わたしは聖せいなる者ものだからである。 9祭司さいしの娘むすめである者ものが、淫行いんこうをなして、その身みを汚けがすならば、その父ちちを汚けがすのであるから、彼女かのじょを火ひで焼やかなければならない。
    


    
      10その兄弟きょうだいのうち、頭あたまに注そそぎ油あぶらを注そそがれ、職しょくに任にんぜられて、その衣服いふくをつけ、大だい祭司さいしとなった者ものは、その髪かみの毛けを乱みだしてはならない。またその衣服いふくを裂さいてはならない。 11死人しにんのところに、はいってはならない。また父ちちのためにも母ははのためにも身みを汚けがしてはならない。 12また聖所せいじょから出でてはならない。神かみの聖所せいじょを汚けがしてはならない。その神かみの注そそぎ油あぶらによる聖別せいべつが、彼かれの上うえにあるからである。わたしは主しゅである。 13彼かれは処女しょじょを妻つまにめとらなければならない。 14寡婦かふ、出だされた女おんな、汚けがれた女おんな、遊女ゆうじょなどをめとってはならない。ただ、自分じぶんの民たみのうちの処女しょじょを、妻つまにめとらなければならない。 15そうすれば、彼かれは民たみのうちに、自分じぶんの子孫しそんを汚けがすことはない。わたしは彼かれを聖別せいべつする主しゅだからである』」。
    


    
      16主しゅはまたモーセに言いわれた、 17「アロンに告つげて言いいなさい、『あなたの代々よよの子孫しそんで、だれでも身みにきずのある者ものは近寄ちかよって、神かみの食物しょくもつをささげてはならない。 18すべて、その身みにきずのある者ものは近寄ちかよってはならない。すなわち、目めしい、足あしなえ、鼻はなのかけた者もの、手足てあしの不ふつりあいの者もの、 19足あしの折おれた者もの、手ての折おれた者もの、 20せむし、こびと、目めにきずのある者もの、かいせんの者もの、かさぶたのある者もの、こうがんのつぶれた者ものなどである。 21すべて祭司さいしアロンの子孫しそんのうち、身みにきずのある者ものは近寄ちかよって、主しゅの火祭かさいをささげてはならない。彼かれは身みにきずがあるから、神かみの食物しょくもつをささげるために、近寄ちかよってはならない。 22彼かれは神かみの食物しょくもつの聖せいなる物ものも、最もっとも聖せいなる物ものも食たべることができる。 23ただし、垂幕たれまくに近ちかづいてはならない。また祭壇さいだんに近寄ちかよってはならない。身みにきずがあるからである。彼かれはわたしの聖所せいじょを汚けがしてはならない。わたしはそれを聖別せいべつする主しゅである』」。 24モーセはこれをアロンとその子こら及およびイスラエルのすべての人々ひとびとに告つげた。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「アロンとその子こたちに告つげて、イスラエルの人々ひとびとの聖せいなる物もの、すなわち、彼かれらがわたしにささげる物ものをみだりに用もちいて、わたしの聖せいなる名なを汚けがさないようにさせなさい。わたしは主しゅである。 3彼かれらに言いいなさい、『あなたがたの代々よよの子孫しそんのうち、だれでも、イスラエルの人々ひとびとが主しゅにささげる聖せいなる物ものに、汚けがれた身みをもって近ちかづく者ものがあれば、その人ひとはわたしの前まえから断たたれるであろう。わたしは主しゅである。 4アロンの子孫しそんのうち、だれでも、らい病びょうの者もの、また流出りゅうしゅつある者ものは清きよくなるまで、聖せいなる物ものを食たべてはならない。また、すべて死体したいによって汚けがれた物ものに触ふれた者もの、精せいを漏もらした者もの、 5または、すべて人ひとを汚けがす這はうものに触ふれた者もの、または、どのような汚けがれにせよ、人ひとを汚けがれさせる人ひとに触ふれた者もの、 6このようなものに触ふれた人ひとは夕ゆうまで汚けがれるであろう。彼かれはその身みを水みずにすすがないならば、聖せいなる物ものを食たべてはならない。 7日ひが入いれば、彼かれは清きよくなるであろう。そののち、聖せいなる物ものを食たべることができる。それは彼かれの食物しょくもつだからである。 8自然しぜんに死しんだもの、または裂さき殺ころされたものを食たべ、それによって身みを汚けがしてはならない。わたしは主しゅである。 9それゆえに、彼かれらはわたしの言いいつけを守まもらなければならない。彼かれらがこれを汚けがし、これがために、罪つみを獲えて死しぬことのないためである。わたしは彼かれらを聖別せいべつする主しゅである。
    


    
      10すべて一般いっぱんの人ひとは聖せいなる物ものを食たべてはならない。祭司さいしの同居どうきょ人ひとや雇人やといにんも聖せいなる物ものを食たべてはならない。 11しかし、祭司さいしが金かねをもって人ひとを買かった時ときは、その者ものはこれを食たべることができる。またその家いえに生うまれた者ものも祭司さいしの食物しょくもつを食たべることができる。 12もし祭司さいしの娘むすめが一般いっぱんの人ひとにとついだならば、彼女かのじょは聖せいなる供そなえ物ものを食たべてはならない。 13もし祭司さいしの娘むすめが、寡婦かふとなり、または出だされて、子供こどももなく、その父ちちの家いえに帰かえり、娘むすめの時ときのようであれば、その父ちちの食物しょくもつを食たべることができる。ただし、一般いっぱんの人ひとは、すべてこれを食たべてはならない。 14もし人ひとがあやまって聖せいなる物ものを食たべるならば、それにその五分ぶんの一を加くわえ、聖せいなる物ものとしてこれを祭司さいしに渡わたさなければならない。 15祭司さいしはイスラエルの人々ひとびとが、主しゅにささげる聖せいなる物ものを汚けがしてはならない。 16人々ひとびとが聖せいなる物ものを食たべて、その罪つみのとがを負おわないようにさせなければならない。わたしは彼かれらを聖別せいべつする主しゅである』」。
    


    
      17主しゅはまたモーセに言いわれた、 18「アロンとその子こたち、およびイスラエルのすべての人々ひとびとに言いいなさい、『イスラエルの家いえの者もの、またはイスラエルにおる他国たこく人じんのうちのだれでも、誓願せいがんの供そなえ物もの、または自発じはつの供そなえ物ものを燔祭はんさいとして主しゅにささげようとするならば、 19あなたがたの受うけ入いれられるように牛うし、羊ひつじ、あるいはやぎの雄おすの全まったきものをささげなければならない。 20すべてきずのあるものはささげてはならない。それはあなたがたのために、受うけ入いれられないからである。 21もし人ひとが特別とくべつの誓願せいがんをなすため、または自発じはつの供そなえ物もののために、牛うしまたは羊ひつじを酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいとして、主しゅにささげようとするならば、その受うけ入いれられるために、それは全まったきものでなければならない。それには、どんなきずもあってはならない。 22すなわち獣けもののうちで、めくらのもの、折おれた所ところのあるもの、切きり取とった所ところのあるもの、うみの出でる者もの、かいせんの者もの、かさぶたのある者ものなど、あなたがたは、このようなものを主しゅにささげてはならない。また祭壇さいだんの上うえに、これらを火祭かさいとして、主しゅにささげてはならない。 23牛うしあるいは羊ひつじで、足あしの長ながすぎる者もの、または短みじかすぎる者ものは、あなたがたが自発じはつの供そなえ物ものとすることはできるが、誓願せいがんの供そなえ物ものとしては受うけ入いれられないであろう。 24あなたがたは、こうがんの破やぶれたもの、つぶれたもの、裂さけたもの、または切きり取とられたものを、主しゅにささげてはならない。またあなたがたの国くにのうちで、このようなことを、行おこなってはならない。 25また、あなたがたは異邦人いほうじんの手てからこれらのものを受うけて、あなたがたの神かみの食物しょくもつとしてささげてはならない。これらのものには欠点けってんがあり、きずがあって、あなたがたのために受うけ入いれられないからである』」。
    


    
      26主しゅはまたモーセに言いわれた、 27「牛うし、または羊ひつじ、またはやぎが生うまれたならば、これを七日なぬかの間あいだその母親ははおやのもとに置おかなければならない。八日か目めからは主しゅにささげる火祭かさいとして受うけ入いれられるであろう。 28あなたがたは雌牛めうしまたは雌め羊ひつじをその子こと同おなじ日ひにほふってはならない。 29あなたがたが感謝かんしゃの犠牲ぎせいを主しゅにささげるときは、あなたがたの受うけ入いれられるようにささげなければならない。 30これはその日ひのうちに食たべなければならない。明あくる日ひまで残のこしておいてはならない。わたしは主しゅである。
    


    
      31あなたがたはわたしの戒いましめを守まもり、これを行おこなわなければならない。わたしは主しゅである。 32あなたがたはわたしの聖せいなる名なを汚けがしてはならない。かえって、わたしはイスラエルの人々ひとびとのうちに聖せいとされなければならない。わたしはあなたがたを聖別せいべつする主しゅである。 33あなたがたの神かみとなるために、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だした者ものである。わたしは主しゅである」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたが、ふれ示しめして聖せい会かいとすべき主しゅの定さだめの祭まつりは次つぎのとおりである。これらはわたしの定さだめの祭まつりである。 3六日かの間あいだは仕事しごとをしなければならない。第だい七日にちは全まったき休やすみの安息日あんそくにちであり、聖せい会かいである。どのような仕事しごともしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて守まもるべき主しゅの安息日あんそくにちである。
    


    
      4その時々ときどきに、あなたがたが、ふれ示しめすべき主しゅの定さだめの祭まつりなる聖せい会かいは次つぎのとおりである。 5正月しょうがつの十四日かの夕ゆうは主しゅの過越すぎこしの祭まつりである。 6またその月つきの十五日にちは主しゅの種たね入いれぬパンの祭まつりである。あなたがたは七日なぬかの間あいだは種たね入いれぬパンを食たべなければならない。 7その初はじめの日ひに聖せい会かいを開ひらかなければならない。どんな労働ろうどうもしてはならない。 8あなたがたは七日なぬかの間あいだ、主しゅに火祭かさいをささげなければならない。第だい七日にちには、また聖せい会かいを開ひらき、どのような労働ろうどうもしてはならない』」。
    


    
      9主しゅはまたモーセに言いわれた、 10「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『わたしが与あたえる地ちにはいって穀物こくもつを刈かり入いれるとき、あなたがたは穀物こくもつの初穂はつほの束たばを、祭司さいしのところへ携たずさえてこなければならない。 11彼かれはあなたがたの受うけ入いれられるように、その束たばを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかすであろう。すなわち、祭司さいしは安息日あんそくにちの翌日よくじつに、これを揺ゆり動うごかすであろう。 12またその束たばを揺ゆり動うごかす日ひに、一歳さいの雄おすの小羊こひつじの全まったきものを燔祭はんさいとして主しゅにささげなければならない。 13その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこ十分ぶんの二エパを用もちい、これを主しゅにささげて火祭かさいとし、香こうばしいかおりとしなければならない。またその灌祭かんさいには、ぶどう酒しゅ一ヒンの四分ぶんの一を用もちいなければならない。 14あなたがたの神かみにこの供そなえ物ものをささげるその日ひまで、あなたがたはパンも、焼麦やきむぎも、新穀しんこくも食たべてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々よよながく守まもるべき定さだめである。
    


    
      15また安息日あんそくにちの翌日よくじつ、すなわち、揺祭ようさいの束たばをささげた日ひから満まん七週しゅうを数かぞえなければならない。 16すなわち、第だい七の安息日あんそくにちの翌日よくじつまでに、五十日にちを数かぞえて、新穀しんこくの素祭そさいを主しゅにささげなければならない。 17またあなたがたのすまいから、十分ぶんの二エパの麦粉むぎこに種たねを入いれて焼やいたパン二個こを携たずさえてきて揺祭ようさいとしなければならない。これは初穂はつほとして主しゅにささげるものである。 18あなたがたはまたパンのほかに、一歳さいの全まったき小羊こひつじ七頭とうと、若わかき雄牛おうし一頭とうと、雄羊おひつじ二頭とうをささげなければならない。すなわち、これらをその素祭そさいおよび灌祭かんさいとともに主しゅにささげて燔祭はんさいとしなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅに香こうばしいかおりとなるであろう。 19また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげ、一歳さいの小羊こひつじ二頭とうを酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいとしてささげなければならない。 20そして祭司さいしはその初穂はつほのパンと共ともに、この二頭とうの小羊こひつじを主しゅの前まえに揺祭ようさいとして揺ゆり動うごかさなければならない。これらは主しゅにささげる聖せいなる物ものであって、祭司さいしに帰きするであろう。 21あなたがたは、その日ひにふれ示しめして、聖せい会かいを開ひらかなければならない。どのような労働ろうどうもしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々よよながく守まもるべき定さだめである。
    


    
      22あなたがたの地ちの穀物こくもつを刈かり入いれるときは、その刈入かりいれにあたって、畑はたけのすみずみまで刈かりつくしてはならない。またあなたの穀物こくもつの落おち穂ぼを拾ひろってはならない。貧まずしい者ものと寄留者きりゅうしゃのために、それを残のこしておかなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである』」。
    


    
      23主しゅはまたモーセに言いわれた、 24「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『七月がつ一日にちをあなたがたの安息あんそくの日ひとし、ラッパを吹ふき鳴ならして記念きねんする聖せい会かいとしなければならない。 25どのような労働ろうどうもしてはならない。しかし、主しゅに火祭かさいをささげなければならない』」。
    


    
      26主しゅはまたモーセに言いわれた、 27「特とくにその七月がつの十日かは贖罪しょくざいの日ひである。あなたがたは聖せい会かいを開ひらき、身みを悩なやまし、主しゅに火祭かさいをささげなければならない。 28その日ひには、どのような仕事しごともしてはならない。これはあなたがたのために、あなたがたの神かみ、主しゅの前まえにあがないをなすべき贖罪しょくざいの日ひだからである。 29すべてその日ひに身みを悩なやまさない者ものは、民たみのうちから断たたれるであろう。 30またすべてその日ひにどのような仕事しごとをしても、その人ひとをわたしは民たみのうちから滅ほろぼし去さるであろう。 31あなたがたはどのような仕事しごともしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々よよながく守まもるべき定さだめである。 32これはあなたがたの全まったき休やすみの安息日あんそくにちである。あなたがたは身みを悩なやまさなければならない。またその月つきの九日かの夕ゆうには、その夕ゆうから次つぎの夕ゆうまで安息あんそくを守まもらなければならない」。
    


    
      33主しゅはまたモーセに言いわれた、 34「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『その七月がつの十五日にちは仮庵かりいおの祭まつりである。七日なぬかの間あいだ、主しゅの前まえにそれを守まもらなければならない。 35初はじめの日ひに聖せい会かいを開ひらかなければならない。どのような労働ろうどうもしてはならない。 36また七日なぬかの間あいだ、主しゅに火祭かさいをささげなければならない。八日か目めには聖せい会かいを開ひらき、主しゅに火祭かさいをささげなければならない。これは聖せい会かいの日ひであるから、どのような労働ろうどうもしてはならない。
    


    
      37これらは主しゅの定さだめの祭まつりであって、あなたがたがふれ示しめして聖せい会かいとし、主しゅに火祭かさいすなわち、燔祭はんさい、素祭そさい、犠牲ぎせいおよび灌祭かんさいを、そのささぐべき日ひにささげなければならない。 38このほかに主しゅの安息日あんそくにちがあり、またほかに、あなたがたのささげ物ものがあり、またほかに、あなたがたのもろもろの誓願せいがんの供そなえ物ものがあり、またそのほかに、あなたがたのもろもろの自発じはつの供そなえ物ものがある。これらは皆みなあなたがたが主しゅにささげるものである。
    


    
      39あなたがたが、地ちの産物さんぶつを集あつめ終おわったときは、七月がつの十五日にちから七日なぬかのあいだ、主しゅの祭まつりを守まもらなければならない。すなわち、初はじめの日ひにも安息あんそくをし、八日か目めにも安息あんそくをしなければならない。 40初はじめの日ひに、美うつくしい木きの実みと、なつめやしの枝えだと、茂しげった木きの枝えだと、谷たにのはこやなぎの枝えだを取とって、七日なぬかの間あいだあなたがたの神かみ、主しゅの前まえに楽たのしまなければならない。 41あなたがたは年ねんに七日なぬかの間あいだ、主しゅにこの祭まつりを守まもらなければならない。これはあなたがたの代々よよながく守まもるべき定さだめであって、七月がつにこれを守まもらなければならない。 42あなたがたは七日なぬかの間あいだ、仮庵かりいおに住すみ、イスラエルで生うまれた者ものはみな仮庵かりいおに住すまなければならない。 43これはわたしがイスラエルの人々ひとびとをエジプトの国くにから導みちびき出だしたとき、彼かれらを仮庵かりいおに住すまわせた事ことを、あなたがたの代々よよの子孫しそんに知しらせるためである。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである』」。
    


    
      44モーセは主しゅの定さだめの祭まつりをイスラエルの人々ひとびとに告つげた。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて、オリブを砕くだいて採とった純粋じゅんすいの油あぶらを、ともしびのためにあなたの所ところへ持もってこさせ、絶たえずともしびをともさせなさい。 3すなわち、アロンは会見かいけんの幕屋まくやのうちのあかしの垂幕たれまくの外そとで、夕ゆうから朝あさまで絶たえず、そのともしびを主しゅの前まえに整ととのえなければならない。これはあなたがたが代々よよながく守まもるべき定さだめである。 4彼かれは純金じゅんきんの燭台しょくだいの上うえに、そのともしびを絶たえず主しゅの前まえに整ととのえなければならない。
    


    
      5あなたは麦粉むぎこを取とり、それで十二個この菓子かしを焼やかなければならない。菓子かし一個こに麦粉むぎこ十分ぶんの二エパを用もちいなければならない。 6そしてそれを主しゅの前まえの純金じゅんきんの机つくえの上うえに、ひと重かさね六個こずつ、ふた重かさねにして置おかなければならない。 7あなたはまた、おのおのの重かさねの上うえに、純粋じゅんすいの乳香にゅうこうを置おいて、そのパンの記念きねんの分ぶんとし、主しゅにささげて火祭かさいとしなければならない。 8安息日あんそくにちごとに絶たえず、これを主しゅの前まえに整ととのえなければならない。これはイスラエルの人々ひとびとのささぐべきものであって、永遠えいえんの契約けいやくである。 9これはアロンとその子こたちに帰きする。彼かれらはこれを聖せいなる所ところで食たべなければならない。これはいと聖せいなる物ものであって、主しゅの火祭かさいのうち彼かれに帰きすべき永久えいきゅうの分ぶんである」。
    


    
      10イスラエルの女おんなを母ははとし、エジプトびとを父ちちとするひとりの者ものが、イスラエルの人々ひとびとのうちに出でてきて、そのイスラエルの女おんなの産うんだ子こと、ひとりのイスラエルびとが宿営しゅくえいの中なかで争あらそいをし、 11そのイスラエルの女おんなの産うんだ子こが主しゅの名なを汚けがして、のろったので、人々ひとびとは彼かれをモーセのもとに連つれてきた。その母はははダンの部族ぶぞくのデブリの娘むすめで、名なをシロミテといった。 12人々ひとびとは彼かれを閉とじ込こめて置おいて、主しゅの示しめしを受うけるのを待まっていた。
    


    
      13時ときに主しゅはモーセに言いわれた、 14「あの、のろいごとを言いった者ものを宿営しゅくえいの外そとに引ひき出だし、それを聞きいた者ものに、みな手てを彼かれの頭あたまに置おかせ、全ぜん会衆かいしゅうに彼かれを石いしで撃うたせなさい。 15あなたはまたイスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『だれでも、その神かみをのろう者ものは、その罪つみを負おわなければならない。 16主しゅの名なを汚けがす者ものは必かならず殺ころされるであろう。全ぜん会衆かいしゅうは必かならず彼かれを石いしで撃うたなければならない。他国たこくの者ものでも、この国くにに生うまれた者ものでも、主しゅの名なを汚けがすときは殺ころされなければならない。 17だれでも、人ひとを撃うち殺ころした者ものは、必かならず殺ころされなければならない。 18獣けものを撃うち殺ころした者ものは、獣けものをもってその獣けものを償つぐなわなければならない。 19もし人ひとが隣人りんじんに傷きずを負おわせるなら、その人ひとは自分じぶんがしたように自分じぶんにされなければならない。 20すなわち、骨折こっせつには骨折こっせつ、目めには目め、歯はには歯はをもって、人ひとに傷きずを負おわせたように、自分じぶんにもされなければならない。 21獣けものを撃うち殺ころした者ものはそれを償つぐない、人ひとを撃うち殺ころした者ものは殺ころされなければならない。 22他国たこくの者ものにも、この国くにに生うまれた者ものにも、あなたがたは同一どういつのおきてを用もちいなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅだからである』」。 23モーセがイスラエルの人々ひとびとに向むかい、「あの、のろいごとを言いった者ものを宿営しゅくえいの外そとに引ひき出だし、石いしで撃うて」と命めいじたので、イスラエルの人々ひとびとは、主しゅがモーセに命めいじられたようにした。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1主しゅはシナイ山さんで、モーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『わたしが与あたえる地ちに、あなたがたがはいったときは、その地ちにも、主しゅに向むかって安息あんそくを守まもらせなければならない。 3六年ねんの間あいだあなたは畑はたけに種たねをまき、また六年ねんの間あいだぶどう畑はたけの枝えだを刈かり込こみ、その実みを集あつめることができる。 4しかし、七年ねん目めには、地ちに全まったき休やすみの安息あんそくを与あたえなければならない。これは、主しゅに向むかって守まもる安息あんそくである。あなたは畑はたけに種たねをまいてはならない。また、ぶどう畑はたけの枝えだを刈かり込こんではならない。 5あなたの穀物こくもつの自然しぜんに生はえたものは刈かり取とってはならない。また、あなたのぶどうの枝えだの手入ていれをしないで結むすんだ実みは摘つんではならない。これは地ちのために全まったき休やすみの年としだからである。 6安息あんそくの年としの地ちの産物さんぶつは、あなたがたの食物しょくもつとなるであろう。すなわち、あなたと、男女だんじょの奴隷どれいと、雇人やといにんと、あなたの所ところに宿やどっている他国たこく人じんと、 7あなたの家畜かちくと、あなたの国くにのうちの獣けものとのために、その産物さんぶつはみな、食物しょくもつとなるであろう。
    


    
      8あなたは安息あんそくの年としを七たび、すなわち、七年ねんを七回かい数かぞえなければならない。安息あんそくの年とし七たびの年数ねんすうは四十九年ねんである。 9七月がつの十日かにあなたはラッパの音おとを響ひびき渡わたらせなければならない。すなわち、贖罪しょくざいの日ひにあなたがたは全国ぜんこくにラッパを響ひびき渡わたらせなければならない。 10その五十年ねん目めを聖別せいべつして、国中くにぢゅうのすべての住民じゅうみんに自由じゆうをふれ示しめさなければならない。この年としはあなたがたにはヨベルの年としであって、あなたがたは、おのおのその所有しょゆうの地ちに帰かえり、おのおのその家族かぞくに帰かえらなければならない。 11その五十年ねん目めはあなたがたにはヨベルの年としである。種たねをまいてはならない。また自然しぜんに生はえたものは刈かり取とってはならない。手入ていれをしないで結むすんだぶどうの実みは摘つんではならない。 12この年としはヨベルの年としであって、あなたがたに聖せいであるからである。あなたがたは畑はたけに自然しぜんにできた物ものを食たべなければならない。
    


    
      13このヨベルの年としには、おのおのその所有しょゆうの地ちに帰かえらなければならない。 14あなたの隣人りんじんに物ものを売うり、また隣人りんじんから物ものを買かうときは、互たがいに欺あざむいてはならない。 15ヨベルの後のちの年としの数かずにしたがって、あなたは隣人りんじんから買かい、彼かれもまた畑はたけの産物さんぶつの年数ねんすうにしたがって、あなたに売うらなければならない。 16年としの数かずの多おおい時ときは、その値あたいを増まし、年としの数かずの少すくない時ときは、値あたいを減へらさなければならない。彼かれがあなたに売うるのは産物さんぶつの数かずだからである。 17あなたがたは互たがいに欺あざむいてはならない。あなたの神かみを恐おそれなければならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    


    
      18あなたがたはわたしの定さだめを行おこない、またわたしのおきてを守まもって、これを行おこなわなければならない。そうすれば、あなたがたは安やすらかにその地ちに住すむことができるであろう。 19地ちはその実みを結むすび、あなたがたは飽あきるまでそれを食たべ、安やすらかにそこに住すむことができるであろう。 20「七年ねん目めに種たねをまくことができず、また産物さんぶつを集あつめることができないならば、わたしたちは何なにを食たべようか」とあなたがたは言いうのか。 21わたしは命めいじて六年ねん目めに、あなたがたに祝福しゅくふくをくだし、三か年ねん分ぶんの産物さんぶつを実みのらせるであろう。 22あなたがたは八年ねん目めに種たねをまく時ときには、なお古ふるい産物さんぶつを食たべているであろう。九年ねん目めにその産物さんぶつのできるまで、あなたがたは古ふるいものを食たべることができるであろう。 23地ちは永代えいたいには売うってはならない。地ちはわたしのものだからである。あなたがたはわたしと共ともにいる寄留者きりゅうしゃ、また旅たびびとである。 24あなたがたの所有しょゆうとしたどのような土地とちでも、その土地とちの買かいもどしに応おうじなければならない。
    


    
      25あなたの兄弟きょうだいが落おちぶれてその所有しょゆうの地ちを売うった時ときは、彼かれの近親きんしん者しゃがきて、兄弟きょうだいの売うったものを買かいもどさなければならない。 26たといその人ひとに、それを買かいもどしてくれる人ひとがいなくても、その人ひとが富とみ、自分じぶんでそれを買かいもどすことができるようになったならば、 27それを売うってからの年としを数かぞえて残のこりの分ぶんを買かい手てに返かえさなければならない。そうすればその人ひとはその所有しょゆうの地ちに帰かえることができる。 28しかし、もしそれを買かいもどすことができないならば、その売うった物ものはヨベルの年としまで買かい主ぬしの手てにあり、ヨベルにはもどされて、その人ひとはその所有しょゆうの地ちに帰かえることができるであろう。
    


    
      29人ひとが城壁じょうへきのある町まちの住宅じゅうたくを売うった時ときは、売うってから満まん一年ねんの間あいだは、それを買かいもどすことができる。その間かんは彼かれに買かいもどすことを許ゆるさなければならない。 30満まん一年ねんのうちに、それを買かいもどさない時ときは、城壁じょうへきのある町まちの内うちのその家いえは永代えいたいにそれを買かった人ひとのものと定さだまって、代々よよの所有しょゆうとなり、ヨベルの年としにももどされないであろう。 31しかし、周囲しゅういに城壁じょうへきのない村々むらむらの家いえは、その地方ちほうの畑はたけに附属ふぞくするものとみなされ、買かいもどすことができ、またヨベルの年としには、もどされるであろう。 32レビびとの町々まちまち、すなわち、彼かれらの所有しょゆうの町々まちまちの家いえは、レビびとはいつでも買かいもどすことができる。 33レビびとのひとりが、それを買かいもどさない時ときは、その所有しょゆうの町まちにある売うった家いえはヨベルの年としにはもどされるであろう。レビびとの町々まちまちの家いえはイスラエルの人々ひとびとのうちに彼かれらがもっている所有しょゆうだからである。 34ただし、彼かれらの町々まちまちの周囲しゅういの放牧ほうぼく地ちは売うってはならない。それは彼かれらの永久えいきゅうの所有しょゆうだからである。
    


    
      35あなたの兄弟きょうだいが落おちぶれ、暮くらして行いけない時ときは、彼かれを助たすけ、寄留者きりゅうしゃまたは旅たびびとのようにして、あなたと共ともに生いきながらえさせなければならない。 36彼かれから利子りしも利息りそくも取とってはならない。あなたの神かみを恐おそれ、あなたの兄弟きょうだいをあなたと共ともに生いきながらえさせなければならない。 37あなたは利子りしを取とって彼かれに金かねを貸かしてはならない。また利益りえきをえるために食物しょくもつを貸かしてはならない。 38わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであって、カナンの地ちをあなたがたに与あたえ、かつあなたがたの神かみとなるためにあなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だした者ものである。
    


    
      39あなたの兄弟きょうだいが落おちぶれて、あなたに身みを売うるときは、奴隷どれいのように働はたらかせてはならない。 40彼かれを雇人やといにんのように、また旅たびびとのようにしてあなたの所ところにおらせ、ヨベルの年としまであなたの所ところで勤つとめさせなさい。 41その時ときには、彼かれは子供こどもたちと共ともにあなたの所ところから出でて、その一族いちぞくのもとに帰かえり、先祖せんぞの所有しょゆうの地ちにもどるであろう。 42彼かれらはエジプトの国くにからわたしが導みちびき出だしたわたしのしもべであるから、身みを売うって奴隷どれいとなってはならない。 43あなたは彼かれをきびしく使つかってはならない。あなたの神かみを恐おそれなければならない。 44あなたがもつ奴隷どれいは男女だんじょともにあなたの周囲しゅういの異邦人いほうじんのうちから買かわなければならない。すなわち、彼かれらのうちから男女だんじょの奴隷どれいを買かうべきである。 45また、あなたがたのうちに宿やどっている旅たびびとの子供こどものうちからも買かうことができる。また彼かれらのうちあなたがたの国くにで生うまれて、あなたがたと共ともにおる人々ひとびとの家族かぞくからも買かうことができる。そして彼かれらはあなたがたの所有しょゆうとなるであろう。 46あなたがたは彼かれらを獲えて、あなたがたの後のちの子孫しそんに所有しょゆうとして継つがせることができる。すなわち、彼かれらは長ながくあなたがたの奴隷どれいとなるであろう。しかし、あなたがたの兄弟きょうだいであるイスラエルの人々ひとびとをあなたがたは互たがいにきびしく使つかってはならない。
    


    
      47あなたと共ともにいる寄留者きりゅうしゃまたは旅たびびとが富とみ、そのかたわらにいるあなたの兄弟きょうだいが落おちぶれて、あなたと共ともにいるその寄留者きりゅうしゃ、旅たびびと、または寄留者きりゅうしゃの一族いちぞくのひとりに身みを売うった場合ばあい、 48身みを売うった後のちでも彼かれを買かいもどすことができる。その兄弟きょうだいのひとりが彼かれを買かいもどさなければならない。 49あるいは、おじ、または、おじの子こが彼かれを買かいもどさなければならない。あるいは一族いちぞくの近親きんしんの者ものが、彼かれを買かいもどさなければならない。あるいは自分じぶんに富とみができたならば、自分じぶんで買かいもどさなければならない。 50その時とき、彼かれは自分じぶんの身みを売うった年としからヨベルの年としまでを、その買かい主ぬしと共ともに数かぞえ、その年数ねんすうによって、身みの代金しろきんを決きめなければならない。その年数ねんすうは雇やとわれた年数ねんすうとして数かぞえなければならない。 51なお残のこりの年としが多おおい時ときは、その年数ねんすうにしたがい、買かわれた金額きんがくに照てらして、あがないの金かねを払はらわなければならない。 52またヨベルの年としまでに残のこりの年としが少すくなければ、その人ひとと共ともに計算けいさんし、その年数ねんすうにしたがって、あがないの金かねを払はらわなければならない。 53彼かれは年々ねんねん雇やとわれる人ひとのように扱あつかわれなければならない。あなたの目めの前まえで彼かれをきびしく使つかわせてはならない。 54もし彼かれがこのようにしてあがなわれないならば、ヨベルの年としに彼かれは子供こどもと共ともに出でて行いくことができる。 55イスラエルの人々ひとびとは、わたしのしもべだからである。彼かれらはわたしがエジプトの国くにから導みちびき出だしたわたしのしもべである。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1あなたがたは自分じぶんのために、偶像ぐうぞうを造つくってはならない。また刻きざんだ像ぞうも石いしの柱はしらも立たててはならない。またあなたがたの地ちに石像せきぞうを立たてて、それを拝おがんではならない。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅだからである。 2あなたがたはわたしの安息日あんそくにちを守まもり、またわたしの聖所せいじょを敬うやまわなければならない。わたしは主しゅである。
    


    
      3もしあなたがたがわたしの定さだめに歩あゆみ、わたしの戒いましめを守まもって、これを行おこなうならば、 4わたしはその季節きせつ季節きせつに、雨あめをあなたがたに与あたえるであろう。地ちは産物さんぶつを出だし、畑はたけの木々きぎは実みを結むすぶであろう。 5あなたがたの麦打むぎうちは、ぶどうの取入とりいれの時ときまで続つづき、ぶどうの取入とりいれは、種たねまきの時ときまで続つづくであろう。あなたがたは飽あきるほどパンを食たべ、またあなたがたの地ちに安やすらかに住すむであろう。 6わたしが国くにに平和へいわを与あたえるから、あなたがたは安やすらかに寝ねることができ、あなたがたを恐おそれさすものはないであろう。わたしはまた国くにのうちから悪わるい獣けものを絶たやすであろう。つるぎがあなたがたの国くにを行いき巡めぐることはないであろう。 7あなたがたは敵てきを追おうであろう。彼かれらは、あなたがたのつるぎに倒たおれるであろう。 8あなたがたの五人にんは百人にんを追おい、百人にんは万人にんを追おい、あなたがたの敵てきはつるぎに倒たおれるであろう。 9わたしはあなたがたを顧かえりみ、多おおくの子こを獲えさせ、あなたがたを増まし、あなたがたと結むすんだ契約けいやくを固かためるであろう。 10あなたがたは古ふるい穀物こくもつを食たべている間あいだに、また新あたらしいものを獲えて、その古ふるいものを捨すてるようになるであろう。 11わたしは幕屋まくやをあなたがたのうちに建たて、心こころにあなたがたを忌いみきらわないであろう。 12わたしはあなたがたのうちに歩あゆみ、あなたがたの神かみとなり、あなたがたはわたしの民たみとなるであろう。 13わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであって、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だして、奴隷どれいの身分みぶんから解とき放はなった者ものである。わたしはあなたがたのくびきの横木よこぎを砕くだいて、まっすぐに立たって歩あるけるようにしたのである。
    


    
      14しかし、あなたがたがもしわたしに聞きき従したがわず、またこのすべての戒いましめを守まもらず、 15わたしの定さだめを軽かろんじ、心こころにわたしのおきてを忌いみきらって、わたしのすべての戒いましめを守まもらず、わたしの契約けいやくを破やぶるならば、 16わたしはあなたがたにこのようにするであろう。すなわち、あなたがたの上うえに恐怖きょうふを臨のぞませ、肺病はいびょうと熱病ねつびょうをもって、あなたがたの目めを見みえなくし、命いのちをやせ衰おとろえさせるであろう。あなたがたが種たねをまいてもむだである。敵てきがそれを食たべるであろう。 17わたしは顔かおをあなたがたにむけて攻せめ、あなたがたは敵てきの前まえに撃うちひしがれるであろう。またあなたがたの憎にくむ者ものがあなたがたを治おさめるであろう。あなたがたは追おう者ものもないのに逃にげるであろう。 18それでもなお、あなたがたがわたしに聞きき従したがわないならば、わたしはあなたがたの罪つみを七倍ばい重おもく罰ばっするであろう。 19わたしはあなたがたの誇ほこりとする力ちからを砕くだき、あなたがたの天てんを鉄てつのようにし、あなたがたの地ちを青銅せいどうのようにするであろう。 20あなたがたの力ちからは、むだに費ついやされるであろう。すなわち、地ちは産物さんぶつをいださず、国くにのうちの木々きぎは実みを結むすばないであろう。
    


    
      21もしあなたがたがわたしに逆さからって歩あゆみ、わたしに聞きき従したがわないならば、わたしはあなたがたの罪つみに従したがって七倍ばいの災わざわいをあなたがたに下くだすであろう。 22わたしはまた野獣やじゅうをあなたがたのうちに送おくるであろう。それはあなたがたの子供こどもを奪うばい、また家畜かちくを滅ほろぼし、あなたがたの数かずを少すくなくするであろう。あなたがたの大路おおじは荒あれ果はてるであろう。
    


    
      23もしあなたがたがこれらの懲こらしめを受うけてもなお改あらためず、わたしに逆さからって歩あゆむならば、 24わたしもまたあなたがたに逆さからって歩あゆみ、あなたがたの罪つみを七倍ばい重おもく罰ばっするであろう。 25わたしはあなたがたの上うえにつるぎを臨のぞませ、違約いやくの恨うらみを報むくいるであろう。あなたがたが町々まちまちに集あつまる時ときは、あなたがたのうちに疫病えきびょうを送おくり、あなたがたは敵てきの手てにわたされるであろう。 26わたしがあなたがたのつえとするパンを砕くだくとき、十人にんの女おんなが一つのかまどでパンを焼やき、それをはかりにかけてあなたがたに渡わたすであろう。あなたがたは食たべても満みたされないであろう。
    


    
      27それでもなお、あなたがたがわたしに聞きき従したがわず、わたしに逆さからって歩あゆむならば、 28わたしもあなたがたに逆さからい、怒いかりをもって歩あゆみ、あなたがたの罪つみを七倍ばい重おもく罰ばっするであろう。 29あなたがたは自分じぶんのむすこの肉にくを食たべ、また自分じぶんの娘むすめの肉にくを食たべるであろう。 30わたしはあなたがたの高たかき所ところをこぼち、香こうの祭壇さいだんを倒たおし、偶像ぐうぞうの死体したいの上うえに、あなたがたの死体したいを投なげ捨すてて、わたしは心こころにあなたがたを忌いみきらうであろう。 31わたしはまたあなたがたの町々まちまちを荒あれ地ちとし、あなたがたの聖所せいじょを荒あらすであろう。またわたしはあなたがたのささげる香こうばしいかおりをかがないであろう。 32わたしがその地ちを荒あらすゆえ、そこに住すむあなたがたの敵てきはそれを見みて驚おどろくであろう。 33わたしはあなたがたを国々くにぐにの間あいだに散ちらし、つるぎを抜ぬいて、あなたがたの後うしろを追おうであろう。あなたがたの地ちは荒あれ果はて、あなたがたの町々まちまちは荒あれ地ちとなるであろう。
    


    
      34こうしてその地ちが荒あれ果はてて、あなたがたは敵てきの国くににある間あいだ、地ちは安息あんそくを楽たのしむであろう。すなわち、その時とき、地ちは休やすみを得えて、安息あんそくを楽たのしむであろう。 35それは荒あれ果はてている日ひの間あいだ、休やすむであろう。あなたがたがそこに住すんでいる間あいだ、あなたがたの安息あんそくのときに休やすみを得えなかったものである。 36またあなたがたのうちの残のこっている者ものの心こころに、敵てきの国くにでわたしは恐おそれをいだかせるであろう。彼かれらは木この葉はの動うごく音おとにも驚おどろいて逃にげ、つるぎを避さけて逃にげる者もののように逃にげて、追おう者ものもないのにころび倒たおれるであろう。 37彼かれらは追おう者ものもないのに、つるぎをのがれる者もののように折おり重かさなって、つまずき倒たおれるであろう。あなたがたは敵てきの前まえに立たつことができないであろう。 38あなたがたは国々くにぐにのうちにあって滅ほろびうせ、あなたがたの敵てきの地ちはあなたがたをのみつくすであろう。 39あなたがたのうちの残のこっている者ものは、あなたがたの敵てきの地ちで自分じぶんの罪つみのゆえにやせ衰おとろえ、また先祖せんぞたちの罪つみのゆえに彼かれらと同おなじようにやせ衰おとろえるであろう。
    


    
      40しかし、彼かれらがもし、自分じぶんの罪つみと、先祖せんぞたちの罪つみ、すなわち、わたしに反逆はんぎゃくし、またわたしに逆さからって歩あゆんだことを告白こくはくするならば、 41たといわたしが彼かれらに逆さからって歩あゆみ、彼かれらを敵てきの国くにに引ひいて行いっても、もし彼かれらの無む割礼かつれいの心こころが砕くだかれ、あまんじて罪つみの罰ばつを受うけるならば、 42そのときわたしはヤコブと結むすんだ契約けいやくを思おもい起おこし、またイサクと結むすんだ契約けいやくおよびアブラハムと結むすんだ契約けいやくを思おもい起おこし、またその地ちを思おもい起おこすであろう。 43しかし、彼かれらが地ちを離はなれて地ちが荒あれ果はてている間あいだ、地ちはその安息あんそくを楽たのしむであろう。彼かれらはまた、あまんじて罪つみの罰ばつを受うけるであろう。彼かれらがわたしのおきてを軽かろんじ、心こころにわたしの定さだめを忌いみきらったからである。 44それにもかかわらず、なおわたしは彼かれらが敵てきの国くににおるとき、彼かれらを捨すてず、また忌いみきらわず、彼かれらを滅ほろぼし尽つくさず、彼かれらと結むすんだわたしの契約けいやくを破やぶることをしないであろう。わたしは彼かれらの神かみ、主しゅだからである。 45わたしは彼かれらの先祖せんぞたちと結むすんだ契約けいやくを彼かれらのために思おもい起おこすであろう。彼かれらはわたしがその神かみとなるために国々くにぐにの人ひとの目めの前まえで、エジプトの地ちから導みちびき出だした者ものである。わたしは主しゅである』」。
    


    
      46これらは主しゅが、シナイ山さんで、自分じぶんとイスラエルの人々ひとびととの間あいだに、モーセによって立たてられた定さだめと、おきてと、律法りっぽうである。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『人ひとがあなたの値ね積づもりに従したがって主しゅに身みをささげる誓願せいがんをする時ときは、 3あなたの値ね積づもりは、二十歳さいから六十歳さいまでの男おとこには、その値ね積づもりを聖所せいじょのシケルに従したがって銀ぎん五十シケルとし、 4女おんなには、その値ね積づもりは三十シケルとしなければならない。 5また五歳さいから二十歳さいまでは、男おとこにはその値ね積づもりを二十シケルとし、女おんなには十シケルとしなければならない。 6一か月げつから五歳さいまでは、男おとこにはその値ね積づもりを銀ぎん五シケルとし、女おんなにはその値ね積づもりを銀ぎん三シケルとしなければならない。 7また六十歳さい以上いじょうは、男おとこにはその値ね積づもりを十五シケルとし、女おんなには十シケルとしなければならない。 8もしその人ひとが貧まずしくて、あなたの値ね積づもりに応おうじることができないならば、祭司さいしの前まえに立たち、祭司さいしの値ね積づもりを受うけなければならない。祭司さいしはその誓願せいがん者しゃの力ちからに従したがって値ね積づもらなければならない。
    


    
      9主しゅに供そなえ物ものとすることができる家畜かちくで、人ひとが主しゅにささげるものはすべて聖せいなる物ものとなる。 10ほかのものをそれに代用だいようしてはならない。良よい物ものを悪わるい物ものに、悪わるい物ものを良よい物ものに取とり換かえてはならない。もし家畜かちくと家畜かちくとを取とり換かえるならば、その物ものも、それと取とり換かえた物ものも共ともに聖せいなる物ものとなるであろう。 11もしそれが汚けがれた家畜かちくで、主しゅに供そなえ物ものとしてささげられないものであるならば、その人ひとはその家畜かちくを祭司さいしの前まえに引ひいてこなければならない。 12祭司さいしはその良よい悪わるいに従したがって、それを値ね積づもらなければならない。それは祭司さいしが値積ねづもるとおりになるであろう。 13もしその人ひとが、それをあがなおうとするならば、その値ね積づもりにその五分ぶんの一を加くわえなければならない。
    


    
      14もし人ひとが自分じぶんの家いえを主しゅに聖せいなる物ものとしてささげるときは、祭司さいしはその良よい悪わるいに従したがって、それを値ね積づもらなければならない。それは祭司さいしが値ね積づもったとおりになるであろう。 15もしその家いえをささげる人ひとが、それをあがなおうとするならば、その値ね積づもりの金かねに、その五分ぶんの一を加くわえなければならない。そうすれば、それは彼かれのものとなるであろう。
    


    
      16もし人ひとが相続そうぞくした畑はたけの一部いちぶを主しゅにささげるときは、あなたはそこにまく種たねの多少たしょうに応おうじて、値ね積づもらなければならない。すなわち、大麦おおむぎ一ホメルの種たねを銀ぎん五十シケルに値ね積づもらなければならない。 17もしその畑はたけをヨベルの年としからささげるのであれば、その価あたいはあなたの値ね積づもりのとおりになるであろう。 18もしその畑はたけをヨベルの年としの後のちにささげるのであれば、祭司さいしはヨベルの年としまでに残のこっている年としの数かずに従したがってその金かねを数かぞえ、それをあなたの値ね積づもりからさし引ひかなければならない。 19もしまた、その畑はたけをささげる人ひとが、それをあがなおうとするならば、あなたの値ね積づもりの金かねにその五分ぶんの一を加くわえなければならない。そうすれば、それは彼かれのものと決きまるであろう。 20しかし、もしその畑はたけをあがなわず、またそれを他たの人ひとに売うるならば、それはもはやあがなうことができないであろう。 21その畑はたけは、ヨベルの年としになって期限きげんが切きれるならば、奉納ほうのうの畑はたけと同おなじく、主しゅの聖せいなる物ものとなり、祭司さいしの所有しょゆうとなるであろう。 22もしまた相続そうぞくした畑はたけの一部いちぶでなく、買かった畑はたけを主しゅにささげる時ときは、 23祭司さいしは値ね積づもりしてヨベルの年としまでの金かねを数かぞえなければならない。その人ひとはその値ね積づもりの金かねをその日ひに主しゅにささげて、聖せいなる物ものとしなければならない。 24ヨベルの年としにその畑はたけは売うり主ぬしであるその地ちの相続そうぞく者しゃに返かえるであろう。 25すべてあなたの値ね積づもりは聖所せいじょのシケルによってしなければならない。二十ゲラを一シケルとする。
    


    
      26しかし、家畜かちくのういごは、ういごとしてすでに主しゅのものだから、だれもこれをささげてはならない。牛うしでも羊ひつじでも、それは主しゅのものである。 27もし汚けがれた家畜かちくであるならば、あなたの値ね積づもりにその五分ぶんの一を加くわえて、その人ひとはこれをあがなわなければならない。もしあがなわないならば、それを値ね積づもりに従したがって売うらなければならない。
    


    
      28ただし、人ひとが自分じぶんの持もっているもののうちから奉納物ほうのうぶつとして主しゅにささげたものは、人ひとであっても、家畜かちくであっても、また相続そうぞくの畑はたけであっても、いっさいこれを売うってはならない。またあがなってはならない。奉納物ほうのうぶつはすべて主しゅに属ぞくするいと聖せいなる物ものである。 29またすべて人ひとのうちから奉納物ほうのうぶつとしてささげられた人ひとは、あがなってはならない。彼かれは必かならず殺ころされなければならない。
    


    
      30地ちの十分ぶんの一は地ちの産物さんぶつであれ、木きの実みであれ、すべて主しゅのものであって、主しゅに聖せいなる物ものである。 31もし人ひとがその十分ぶんの一をあがなおうとする時ときは、それにその五分ぶんの一を加くわえなければならない。 32牛うしまたは羊ひつじの十分ぶんの一については、すべて牧者ぼくしゃのつえの下したを十番目ばんめに通とおるものは、主しゅに聖せいなる物ものである。 33その良よい悪わるいを問とうてはならない。またそれを取とり換かえてはならない。もし取とり換かえたならば、それと、その取とり換かえたものとは、共ともに聖せいなる物ものとなるであろう。それをあがなうことはできない』」。
    


    
      34これらは主しゅが、シナイ山さんで、イスラエルの人々ひとびとのために、モーセに命めいじられた戒いましめである。
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